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要旨

目的：著者らが先行研究によって作成してきた『さかな丸ごと探検ノート』を活用した食育の指導案
を，食育の領域である 5つの観点別学習状況の評価枠を基に修正した指導案（以下，修正指導案）を
用いて授業を実践し，学習者が食育の学習目標に近づくことができるのか，学習評価基準に沿った評
価が得られるのかを検討し，5つの観点別学習状況の評価枠が適切であるかを明らかにすること．な
らびに，評価に用いた振り返りシート等を自己評価票としてまとめ，食育の評価資料として活用でき
るかを検討すること． 5つの観点とは「『食』への関心・意欲・態度」「生活者としての思考・判断・表現」
「生活を創意工夫する能力」「『食』に関する技能」「『食』についての知識・理解」である．
方法：（ 1）著者らが先行研究で作成した指導案を，①教科等の学習目標の評価の検討，②食育の学習
目標の設定，③ 5つの観点別学習状況の評価の検討，④評価の基準の設定，⑤展開の手順で修正し，
修正指導案を作成した．
（ 2）修正指導案を用いて授業を実践し，振り返りシート等を用いて学習者の評価と支援者の授業評
価を行った．授業は著者のうち栄養教諭 3名が所属または担当している愛知県内 3小学校と 1中学
校において実践した．　
結果：修正指導案を用いた授業実践はどの授業でも，各学習目標に近づく子どもの姿を窺い知ること
ができるものであり，さらに学習評価基準の評価が可能なものであることが明らかになった．このこ
とにより，5つの観点別学習状況の評価枠をもとにした学習評価基準の設定が可能であること，食育
の学習目標と評価，教科等の学習目標と評価を融合させた学習評価基準が授業の評価を明らかにする
可能性があることが示唆された．同時に，振り返りシート等の記述内容を学習評価基準の視点で整理
した自己評価票が食育の評価資料として活用できることが示唆された．
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1 　緒　言

　筆者らは2010年度から，愛知県内の小中学
校において，食の循環性を重視する食育教材
「さかな丸ごと探検ノート」（以下，「探検ノー
ト」）1）を活用した授業を実践し，子どもたちが
主体的に繰り返し学ぶことができる食育プログ
ラムの開発と評価をすすめてきた2）．その一貫
として，2013年度は関連する教科等の学習目標
と食育の学習目標の到達度を評価する評価観点
を求めることができるかどうかの検討を行い，
食育の領域を観点別学習状況の評価枠の 5 つ，
すなわち「『食』への関心・意欲・態度」「生活者
としての思考・判断・表現」「生活を創意工夫する
能力」「『食』に関する技能」「『食』についての
知識・理解」に分類することが可能であることを
提案した3）．
　また，食育の授業の指導案作成についても，
①教科等の学習目標の評価を検討する，②食育
の学習目標を設定し，その目標のどこに観点別
学習状況の評価を求めていくかを検討する，③
評価の基準を設定してから展開を作成する，と
する手順を示して，この評価の基準が食育の学
習評価と教科等の学習評価を融合できることを
提案した3）．
　この研究は，これまで食育の授業の中で教科
等の学習目標と食育の学習目標が異なった視点
で評価されていたものを，同じ観点別学習状況
の評価の考え方で評価を捉えることにより，教
科等の学習評価と食育の学習評価が一体となっ
たものとなる可能性について提案したものであ
る．
　一方，食育の評価の基本的な考え方について
文部科学省が示している「各教科等における食
に関する指導は，関連教科や道徳，総合的な学
習の時間，特別活動等において，教科のねらい
に沿って指導が行われます．ここでの評価は，
まずは，教科のねらいに対する評価が必要であ
り，直接的には食に関する指導の評価にはなら
ないと考えられます．教科等における食に関す
る指導については，栄養教諭が食育の視点に
立った評価資料を作成し，担任（教科担当）等
が行う当該単元の評価に資するものとして提供

することが望まれます4）」は，食育にかかわる
関係教職員の評価への関わり方を明確に示した
ものであり，同時に，食育の評価は単元の評価
に確実に資することができるとともに，他の教
科等と同じような評価の視点に立った食育の評
価が，食育としての十分な評価となり得る可能
性を示唆したもので，この考え方に基づいた望
ましい評価資料の作成を期待していると捉える
ことができる．
　上記の提案を日常の授業に活かすためには，
これまでの研究で作成した「探検ノート」を活
用した指導案を本評価の視点で再整理し，作成
した指導案によって，学習者が食育の学習目標
に近づくことができるのか，設定した学習評価
基準に沿った評価が得られるのかを検討する必
要がある．その検討はこの手順で作成した指導
案を基にした授業実践により明らかになるはず
である．そして，この検証によって， 5つの観
点別学習状況の評価枠が食育の学習目標の達成
を評価する視点として適切であったことを明ら
かにできる．さらに，「探検ノート」を活用した
指導案だけでなく，異なるテーマの食育におい
ても学習評価基準の必要性を提案できる可能性
があると考えられる．

2 　目　的

　本研究は，筆者らの先行研究によって作成し
てきた「『探検ノート』を活用した食育の指導
案2 , 3 ）」を，食育の領域である「『食』への関心・
意欲・態度」「生活者としての思考・判断・表現」
「生活を創意工夫する能力」「『食』に関する技
能」「『食』についての知識・理解」の 5 つの観
点別学習状況の評価枠を基にして修正した指導
案（以下，「修正指導案」）を用いて授業を実践
し，学習者が食育の学習目標に近づくことがで
きるのか，学習評価基準に沿った評価が得られ
るのかを検討し， 5つの観点別学習状況の評価
枠が適切であるかどうかを明らかにするととも
に，評価に用いた振り返りシート等を自己評価
票としてまとめ，食育の評価資料として活用で
きるかを検討する．
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3 　方　法

　筆者らの先行研究により作成した指導案を，
①教科等の学習目標の評価の検討，②食育の学
習目標の設定，③観点別学習状況の評価の検
討，④評価の基準の設定，⑤展開の手順で修正
し，修正指導案を作成した．この修正指導案を
用いて授業を実践し，振り返りシート等を用い
て学習者の評価と支援者の授業評価を行った．
　食育の評価については小学校在学期間である
6年間のサイズで評価しようとする試み5）もあ
るが，現行の食育の授業では田中ら6）や尾形
ら7）が示す「教育プログラムの進行途中で学
習者がどの程度教育内容を理解しているのか，
どのようなところでどのようなつまずき方をし
ているのかなどを把握して指導に生かすために
行う」評価のために，振り返りシート等を活用
した自分の言葉で自由に記述させる自己評価に
よって把握することが多い8）ことから，本研究
でもあらかじめ設定した評価の基準に対する到
達度の評価を，この自己評価を活用して行うこ
とが可能であると考えた．
　授業は著者のうち栄養教諭 3名が所属または
担当している愛知県内 3小学校 1中学校におい
て実践した．（表 1）
　A小学校では特別活動の目標を観点別学習状
況の評価項目である「集団活動や生活について
の知識・理解」に視点をおいて設定し，食育の学
習目標を「『食』への関心・意欲・態度」に視点
をおいた．海岸部にあるA小学校では学区にあ
る「佃煮工場」を題材に「ふるさと学習」に取
り組んでいる． 2年生を学習者として佃煮工場
の存在に気づき，海に近い，特色あるふるさと
を大切に思う心情が芽生え，育つことを期待し
た．（付表 1）
　B小学校は特別活動の学習目標を「集団活動
や生活への関心・意欲・態度」に視点をおき，食
育の学習目標も「『食』への関心・意欲・態度」に
視点をおいた．好き嫌いが多くみられる 3年生
を，食の課題をもつ学習者として，「探検ノー
ト」を活用することによって，海には多くの魚
がいることや家庭の中の魚の存在に気づき，魚
と生活を結びつけることができることを期待し

た．（付表 2）
　C小学校は特別活動の学習目標の視点を「集
団活動や生活への関心・意欲・態度」とし，食育
の学習目標の視点を「『食』への知識・理解」と
した．C小学校の 3年生は，特別活動の時間に
1年間を通した 7時間完了の食育の授業を展開
している．魚の成長等の教材をもとに，食べ物
の命に気づき，感謝する心をもち，食べる意欲
につながることを期待した．（付表 3）
　以上の 3つの小学校はいずれも特別活動の時
間を活用している．特別活動の目標は「望まし
い集団活動を通して，心身の調和のとれた発達
と個性の伸長を図り，集団の一員としてよりよ
い生活や人間関係を築こうとする自主性，実践
的な態度を育てるとともに，自己の生き方につ
いての考えを深め，自己を生かす能力を養う」
であり，食育を指導内容に取り入れることが望
ましいとされている教育活動である9）．特別活
動の時間に食育をどのように取り入れたら良い
かを明らかにしていくことによって，普遍的な
指導案の提案が可能であると考えた．
　D中学校は技術・家庭の家庭分野の学習時間
を活用した．技術・家庭の観点別学習状況の評
価の一つである「『食』に関する技能」を中心に
捉えた学習計画に「探検ノート」を活用した食
育を組み入れた．食育の学習目標を「『食』へ
の関心・意欲・態度」とともに「生活者としての
思考・判断・表現」の視点を取り入れた．観点別
学習状況の評価の「思考・判断・表現」について
は，「基礎的・基本的な知識・技能を活用しつつ，
各教科の内容等に即して思考・判断したことを，
記録，要約，説明，論述，討論といった言語活
動を通じて評価するものである」11）としており，
単発的な授業においての評価はできにくいもの
の，調理の技能を活用することにより食育の評
価の視点である「思考・判断・表現」が評価でき
ることの可能性を考えた．この可能性を明らか
にするため，実習した「いわしのかばやき」の
利点を考えて表現する課題プリントを活用して
評価し，検討に用いた．（付表 4）
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付表 1    実践事例Ａ  食育・特別活動略案「もっとさかなとともだちになろう」 

 学習者Ａ小学校２年生 

１ 特別活動の学習目標  

 ・自分たちの地域が，海に近い環境にあることを知ることができる（集団活動や生活についての知識・理解） 

 ・海や川の中のさかなには加工品があることに気づくことができる（集団活動や生活についての知識・理解） 

２ 食育の学習目標 

 ・自分たちの地域には，海が近い風土と結びついた魚の食文化があることに関心をもつ（「食」への関心・意欲・態度） 

３ 観点別学習状況の評価 ・・・関心・意欲・態度，知識・理解 

４ 展開 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
５ 学習評価基準 

・海が近い自分たちの地域の食文化と海の魚を結びつけて考えようとしている 

・自分たちの地域が海に近いところにあることを理解している 

 
 
 
 
・さかな・かい・あさり 

 

 

 

 

 

・グループでさかな釣りゲームを行ってさかなの特徴

をつかむ。 

・さかなの名前と色や形、住んでいる場所の発表をす

る。 

 

 

 

・加工工場 店 家庭 食卓  

 

 

 

・加工工場  

・家の近くにもあるよ 

・今度行ってみたいな 

 

 

 
授業を振り返り、気づいたことを書こう 

さかなの名前と特徴を知ろう 

ここには、何がいるのかな？ 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

 活動内容 ○教師の支援    ◆評価 

・さかな探検ノート P２のさかなを除いて板書しておく 

○地域の写真を見せ、自分の住んでいる地域が川や海に近いこと

を意識させる 

○川や海には何がいるのかを考えさせる 

◆前芝が川や海に近いことを知ることができたか 

◆川や海にはいろいろな生き物がいることを確認できたか 

 

 

○グループにさかなの写真と釣り道具を配り、順番を決めて写真を

釣らせ、各自が釣ったさかなの名前や特徴などをワークシートに

記入させる 

○釣ったさかなの名前と色や形の特徴を一人ずつ発表させ、黒板

に貼らせる 

○加工品の裏側には、？？？マークを書いておき、黒板の余白の

ところに貼らせる 

◆さかなの名前と特徴がわかり、興味がもてたか 

・黒板にさかな探検ノート P３の食卓、加工工場、スーパーマーケッ

ト、家庭の４つを貼る 

○さかなが口に入るまでの流れを知らせる 

◆さかなが食卓に届くまでにいろいろなところと関わっていることが

理解できたか 

○？？？マークの写真はどこに入るのか考えさせ、加工工場に貼

っていく    

○地域に佃煮工場があることを思い出させる（試食） 

◆身近に佃煮工場があることを確認できたか（ﾗﾍﾞﾙ） 

◆さかなと人間と環境の循環について知ることができたか 

○２～３人に感想を発表させる 

たくさんのさかながいる川や海に近い前芝。 

もっとさかなとなかよしになろう！ 

前芝はどのあたりにあるんだろ？ 

さかなが口に入るまでには、どんなところを

通ってくるんだろう？ 

加工品はどこで作られるんだろう？ 

付表 1　実践事例A　食育・特別活動略案「もっとさかなとともだちになろう」
� 学習者 A小学校 2年生
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付表 2    実践事例Ｂ 食育・特別活動略案「家の中のさかな探検」 

学習者Ｂ小学校 3 年生 

 

１ 特別活動の学習目標 

・家の中にある魚や魚加工品について調べることにより，自分の日常の家庭生活を振り返ることができる （集団活動や生活へ

の関心・意欲・態度） 

・グループ活動に積極的に参加し，協力してプリントを作成できる （集団活動や生活への関心・意欲・態度） 

2 食育の学習目標 

・魚が自分の生活に身近であることに関心をもち，自分の食事にも活用しようとする意欲を持つ．（「食」への関心・意欲・態度） 

３ 観点別学習状況の評価 ・・・関心・意欲・態度 

４ 展開 

学習活動 教師の支援・留意点 

●本授業のねらいを知る． 

  ・魚とともだちになろう 

  ・朝ごはんには海のものを食べよう 

 

●パエリアの調理を見る． 

   ・どんなものができるだろう？ 

・楽しみだねえ!! 

・本当にできるの？ 

○ 本授業のねらいを知らせる．課題について「魚はどんなところ

にいた？」「みつけることができた？」「朝ごはんに海のもの食

べているかな？」等を質問しながら，魚への関心を高める． 

○ パエリアを調理する． 

・ホットプレートに油，米等材料を一つずつ確認しながら入れて

いく．特に地元でとれた魚や貝類は名前を尋ねながら加える．

蓋をして出来上がったら試食することを知らせる． 

● 「探検ノート」に名前を書く．説明を聞く． 

 ・魚は敵から逃げることができるように色を変えているん

だね 

 ・魚の敵って大きい魚や人間だけではないね 

・まぐろって大きいね，生まれた時は小さいね 

 ・プランクトンは知ってるよ． 

 ・誰が魚を家まで運んできてくれるのかなあ 

● 各班に分かれ，冷蔵庫，冷凍庫，戸棚が描かれたプリ

ントに，家で調べてきた魚貝類や海藻の名前や絵を描

く． 

・まぐろは刺身になっていたよ 

 ・わかめは冷蔵庫にあったよ 

 ・いかもえびもあったよ 

● 魚等を記入したプリントを，黒板に貼る 

 

● 朝ごはんに食べるとしたら何が合うかを考える 

 ・ご飯にはのり，しらすぼし，シーチキンかな  干物もあ

るね 

 ・パンには・・・シーチキンかな 

○ 「探検ノート」の表紙に名前を書くように促す． 

・表紙と裏表紙，P4-5 ，P2-3 を使い，魚の生態，まぐろ，魚と

人間の循環について説明する． 

 

 

 

 

○ 冷蔵庫，冷凍庫，戸棚等に区分する時には，  各家庭により

保存場所はいろいろあることに留意するよう促す． 

   自由に描かせる．文字でも良い． 

 

 

 

○ 家庭には多くの魚類（海の物）があることに気づくよう，各班

のプリントにコメントする． 

○ 朝食のご飯，パンにはどんなものが合うか，自分で用意でき

るかなどを尋ね，魚類への意識を高める． 

● パエリアを食べる 

・海老が入っていたよ    ・いかもあるよ  

●授業でわかったことをワークシートに記入する 

 

○ パエリアができたことを知らせ，ひとりずつ配る．食べる前に

魚が入っていることを意識させる 

○ 探検ノートの表紙と裏表紙を広げ，黒板に掲示し，4 年生，5

年生でも授業で使うことを知らせる． 

５ 学習評価基準 

魚に関心をもち，自分の日常の家庭生活と食品としての魚を結びつけて考えようとしている 

 

付表 2　実践事例B　食育・特別活動略案「家の中のさかな探検」
� 学習者 B小学校 3年生
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付表 3      実践事例Ｃ  食育・特別活動略案「魚の命ありがとう」 

学習者Ｃ小学校３年生 

1 特別活動の学習目標 

・「いただきます」「ごちそうさま」の意味を知り，残さず食べようとする意欲を持つ （集団活動や生活への関心・意欲・態度） 

２ 食育の学習目標 

・海の中での魚の生態や食物連鎖を理解する（「食」についての知識・理解） 

・献立表から魚や魚料理を選ぶことができる（「食」についての知識・理解） 

・「いただきます」「ごちそうさま」はどんな気持ちを込めたら良いかがわかる（「食」についての知識・理解） 

３ 観点別学習状況の評価  ・・・知識・理解 

４ 展開 

 学習（児童の）活動（●） 教師の支援 

●今日の給食の写真を見て，好きな給食と苦手な給食をあげる． 

●残菜の写真を見る． 

・魚料理はたくさん残っている．・魚は骨があるから嫌い． 

○給食に好きなものと嫌いなものが出ることを思い出さ

せるために，給食の写真を提示する． 

○魚料理がたくさん残っていることを知らせるため，残

菜の写真を提示する． 

●たくさん残る給食の魚料理についてどう思うか考える． 

・どうしてこんなに魚が残るのかな． 

・みんな嫌いだから仕方ない． 

・こんなに残してもったいない． 

●魚の命のつながり（食物連鎖）を「さかな丸ごと探検ノート」のＰ６

～７を見ながら考える． 

・人間はこれら大型から小型まですべての魚を食べている．

（気づき） 

●食事前のあいさつ「いただきます」の意味を考える． 

・食べ物にもすべて命があり人間はその命を食べて生きている．

●食事のときのもうひとつのあいさつ「ごちそうさま」の意味につい

て考える 

・「食べ終わった」という合図 

●「ごちそうさま」の意味について知る． 

●グループで「魚の循環マッピング」を作成する． 

 ・魚が魚料理となって食卓に届くまでのマッピングをグループで考

えて作る． 

●作成したマッピングを発表する． 

・魚料理は料理してくれる人だけではない． 

・マッピングをみながらグループで話し合う． 

●「いただきます」は「食べ物の命」への感謝，「ごちそうさま」は「食

材をつくり，食事を用意してくれた人」への感謝であることを知る． 

○残すことは「もったいない」という言葉が出てくるように

考えさせる． 

○多様な意見を引き出すために，苦手な食べ物を前に

したときの気持ちに触れさせる． 

○大型のまぐろを食べることは，食物連鎖の中で，その

魚のえさになっている魚も食べていることをおさえ

る． 

○命をいただくことに１人１人が気づくよう支援する． 

○「ごちそうさま」がただの食事の終わりのあいさつでは

ないことを知らせ，その意味をみんなで考えさせる． 

○「ご」「ちそう」「さま」からなっている言葉であることを

知らせる． 

○食べ物が自分たちの食卓に届くまでいろいろの人が

関わっていることを実感させる． 

○具体的に知らせる． 

  魚をとるための網や釣りざおをつくる人，船・・ 

○「魚の循環マッピング」にはたくさんの人がかかわって

いることに気づくよう支援する． 

○「いただきます」と「ごちそうさま」の言葉の意味の違

いをしっかり押さえる． 

●本時の感想を書く．  

  ・自分たちは魚の命をもらって生きている． 

・食材を育てたり採ってきてくれたりする人や，料理を作ってくれ

る人に感謝したい． 

  ・これからは残さず食べたい． 

○机間指導し，児童に声掛けをする． 

○２，３人発表させる． 

５ 学習評価基準 

・魚は海の中で様々な工夫をして生きていることを説明することができる  

・「いただきます」「ごちそうさま」を食べ物に感謝する言葉として理解している  

付表 3　実践事例C　食育・特別活動略案「魚の命ありがとう」
� 学習者C小学校 3年生
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付表 4    実践事例Ｄ  食育・技術家庭略案「イワシの手開きと調理」 

学習者Ｄ中学校２年生 

１ 技術家庭の学習目標 

・安全と衛生に留意しながらイワシの手開きや加熱調理ができる（生活の技能） 

２ 食育の学習目標 

 ・川や海から食卓までの魚の流通について関心をもつ（「食」への関心・意欲・態度） 

 ・イワシの栄養や自分が活用できる調理法であることを考え，表現できる（生活者としての思考・判断・表現） 

３ 観点別学習状況の評価 ・・・技能，思考・判断・表現 

４ 展開 

学習の流れ 教師の働きかけ・留意点（○）・評価（◆） 

●本時の課題をとらえる． 

(1) 郷土料理のいわれを知る． 

・スーパーがなく，魚は貴重な食材であった． 

・魚は一・六の市で手に入れていた． 

   ・交通事情が悪いので鮮魚は入手困難だった． 

●魚の現状について知る． 

(1) 名古屋北部市場で売られている魚について知る 

 ・近いところに魚市場がある． 

   ・冷凍魚が多い． 

（2） 近くのストアーで売られている魚には何があるか確

認する． 

  ・こんなにあったんだ． ・鮮魚も多いね． 

○小牧で昔から晴れの日に食されていた郷土料理｢あじ寿司｣ ｢

さば寿司｣｢さんま飯｣の写真を紹介し，どんな暮らしをしていた

のか，その時代の人々の思いを感じさせる． 

○ ｢さかなと人間と環境の循環図｣と名古屋北部市場で取引さ

れている魚類の画像を見せ，現在の魚市場をイメージできるよ

うにする． 

○売っている魚は丸ごとか，切り身かを確認させ，どこから来た

のか，どこで加工されたのかを考えさせる． 

◆魚が家庭に届くまでの流通を理解できたか．（観察） 

●魚の栄養素は魚の様々な部分に分布していることに気

づく． 

 ・頭や骨はいつも捨てていた． 

 ・丸干しやシシャモならば，全部食べていた． 

●調理実習 

(1）イワシの手開きをする． 

(2) かば焼きを作る． 

（3）かば焼きを主菜にした献立のバランスを知る． 

（4）試食する． 

（5）片づける． 

●グループでワークシート「どんな良い点があるか 

な」を話し合って作成する． 

○「さかなパワーのひみつ」を示し，丸ごと食べる方が栄養価は

高いことに気づかせる． 

○「手開きイワシのかば焼き」を示し，手開きを実演しながら，誰

にでもできることを促す． 

・イワシの身は柔らかいので，ため水で洗うなどの注意点を

話す． 

・かば焼き，がんもどきとかぼちゃの煮物，みそ汁の献立を

提示し，食事は組み合わせてできていることを気づかせる．

◆手開きや加熱調理ができたか（観察） 

○実習した料理は，栄養価が高く，調理時間が短い，空腹が満

たされる，用いる材料が少なくて簡単，などに気づくように話題

を広げる． 

●グループのワークシートを黒板に貼りだしながら発表

する． 

●本時のふりかえりをする． 

  自己評価シートを作成する．

○生徒に発表させる． 

◆魚には栄養的ないくつもの働きがあることを理解し，自分に必

要な食材だということが認識できたか．（発表，ワークシート） 

○意欲的な感想が書けた生徒に発表させ，家庭でも挑戦して

ほしいと促し，まとめる． 

５ 学習評価基準 

・安全と衛生に留意しながら手開きができ，適切な火加減でおいしく作ることができる 

・自分にとって良い調理法であることを考え，表現している 

付表 4　実践事例D　食育・技術家庭略案「イワシの手開きと調理」
� 学習者D中学校 2年生
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表
1
　
実
践
事
例
の
ね
ら
い
と
想
定
し
た
学
習
評
価
基
準

実
践
事
例

学
習
者

教
科
等

指
導
の
主
題
等

（
主
と
な
る
教
材
）

食
育
並
び
に
教
科
等
の
学
習
目
標

（
関
連
す
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
項
目
）

設
定
し
た
学
習
評
価
規
準

（
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
項
目
）

A
A

小
学
校

2
年
生

食
育
・

特
別
活
動

「
も
っ
と
さ
か
な
と
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
2
-
3
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�自
分
た
ち
の
地
域
に
は
，
海
が
近
い
風
土
と
結
び
つ
い
た
魚
の
食
文
化
が
あ
る
こ
と
に

関
心
を
も
つ
（「
食
」
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

〈
特

別
活

動
の

学
習

目
標

〉
・
�自
分
た
ち
の
地
域
が
，
海
に
近
い
環
境
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
集
団
活

動
や
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

・
�海
や
川
の
中
の
さ
か
な
に
は
加
工
品
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
（
集
団
活

動
や
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

・
�海
が
近
い
自
分
た
ち
の
地
域
の
食
文
化
と
海
の

魚
を
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
（
関

心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�自
分
た
ち
の
地
域
が
海
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
（
知
識
・
理
解
）

B
B

小
学
校

3
年
生

食
育
・

特
別
活
動

「
家
の
中
の
さ
か
な
探
検
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
表
紙
・
裏
表
紙
・
20
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�魚
が
自
分
の
生
活
に
身
近
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
も
ち
，
自
分
の
食
事
に
も
活
用
し
よ

う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
（「
食
」
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

〈
特

別
活

動
の

学
習

目
標

〉
・
�家
の
中
に
あ
る
魚
や
魚
加
工
品
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
，
自
分
の
日
常
の
家
庭

生
活
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
（
集
団
活
動
や
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�グ
ル
ー
プ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
，
協
力
し
て
プ
リ
ン
ト
を
作
成
で
き
る
（
集
団
活

動
や
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�魚
に
関
心
を
も
ち
，自
分
の
日
常
の
家
庭
生
活
と

食
品
と
し
て
の
魚
を
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と

し
て
い
る
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

C
C

小
学
校

3
年
生

食
育
・

特
別
活
動

「
魚
の
命
あ
り
が
と
う
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
4
-
7
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�海
の
中
で
の
魚
の
生
態
や
食
物
連
鎖
を
理
解
す
る
（「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

・
�献
立
表
か
ら
魚
や
魚
料
理
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
は
ど
ん
な
気
持
ち
を
込
め
た
ら
良
い
か
が
わ
か

る
（「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

〈
特

別
活

動
の

学
習

目
標

〉
・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
意
味
を
知
り
，
残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
す
る
意

欲
を
も
つ
（
集
団
活
動
や
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�魚
は
海
の
中
で
様
々
な
工
夫
を
し
て
生
き
て
い
る

こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
知
識
・
理
解
）

・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」を
食
べ
物
に

感
謝
す
る
言
葉
と
し
て
理
解
し
て
い
る
（
知
識
・

理
解
）

D
D

中
学
校

1
年
生

食
育
・

技
術
・
家
庭

「
イ
ワ
シ
の
手
開
き
と
調
理
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
10
-1
1，
27
，
39
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�川
や
海
か
ら
食
卓
ま
で
の
魚
の
流
通
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ（
「
食
」へ
の
関
心・
意
欲・
態
度
）

・
�イ
ワ
シ
の
栄
養
や
自
分
が
活
用
で
き
る
調
理
法
で
あ
る
こ
と
を
考
え
，
表
現
で
き
る

（
生
活
者
と
し
て
の
思
考
・
判
断
・
表
現
）

〈
家

庭
分

野
の

学
習

目
標

〉
・
�安
全
と
衛
生
に
留
意
し
な
が
ら
イ
ワ
シ
の
手
開
き
や
加
熱
調
理
が
で
き
る（
生
活
の
技
能
）

・
�安
全
と
衛
生
に
留
意
し
な
が
ら
手
開
き
が
で
き
，

適
切
な
火
加
減
で
お
い
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
る

（
技
能
）

・
�自
分
に
と
っ
て
良
い
調
理
法
で
あ
る
こ
と
を
考

え
，
表
現
し
て
い
る
（
思
考
・
判
断
・
表
現
）
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4 　結　果

　A小学校の学習評価規準「自分たちの地域が
海に近いところにあることを理解している」は，
振り返りシート「今日の授業でわかったこと」
で評価した．「佃煮工場の存在」に気づいた11人
（28%），「佃煮の味」に関心をもった13人（33%），
「魚の知識」が得られた 8人（21%），魚と地域を
結びつけて考えようとする「食を結びつける態
度」が 3人（ 8 %）であった．さらに学習評価基
準「海が近い自分たちの地域の食文化と海の魚
を結びつけて考えようとしている」は，振り返
りシート「もっとしりたいこと，やってみたい
こと」から評価した．海への興味 2人（ 5 %），
魚への興味・関心と調べたい意欲10人（25.6％），
魚釣りへの関心 9人（23％），魚を食べることへ
の意欲 6人（15％），佃煮への興味 3人（7.8％）
の記述があった．（表 2 - 1・表 2 - 2 ）
　B小学校の学習評価規準「魚に関心をもち，
自分の日常の家庭生活と食品としての魚を結び
つけて考えようとしている」の評価は振り返り
シート「わかったことをかきましょう」の記述
内容で評価した．「まぐろは生まれたばかりの
とき 3ミリメートルとはじめてしりました」「魚
は小さいときも大きかったんだなあ―とはじめ
てしりました」等，魚に関心をもつ態度に関す
る記述が27人（44.3%）あった．また，「れいぞ
うこやれいとうこだなによくみるといろんな海
の食べ物があることが知れてよかったです」等，
生活との関連をあげた子どもは12人（19.7%）あ
り，「きょうのじゅぎょうで朝さかなをたべた
ほうがいいんだなあと思いました」「海のもの
をほとんど毎日たべているからびっくりしまし
た」等，魚を食べることに関心をもった子ども
は13人（21.3％）であった．（表 3）
　B小学校では特別活動の学習目標である「グ
ループ活動に積極的に参加し，協力してプリン
トを作成できる」に近づけたかどうかを把握す
るため，授業をビデオで撮影した．「探検ノー
ト」の表紙と裏表紙を教材として魚や海の生物
を探す場面では，学習者の意欲的な発言が記録
されていた．「魚に関心をもつ」態度は，「探検
ノート」の教材性と学習者相互の関わり合いが

学習への意欲を高めていることが確認できた．
またグループによる活動時には，「おじいちゃ
んいつも冷蔵庫に詰め込んでいるから」「これは
生臭いやつ」「だって来るとき冷凍だもん」など
の発言がみられ，単なるグループ活動へ参加す
る積極性だけでなく，自分の日常の家庭生活と
食品としての魚を結びつけて考えようとしてい
る姿があった．（付表 5・6）
　C小学校の実践事例の振り返りシートには，
「せなかがあおくておなかが白いということを
しりませんでした」等，魚についての知識・理解
が深まったと同時に，海の中の魚の生態に関心
をもったこと等，33人（76.7%）の記述がみられ，
「命（いのち）」についての記述は11人（25.6%）
であった． 2時間目の振り返りシートには36人
（80%）に「いただきます」「ごちそうさま」の
意味を理解した記述が見られ，さらに「こんど
から，いただきますとごちそうさまのことばを
かんしゃしてしっかりしていおうとおもいまし
た」等の記述が24人（53.3%）に見られた．（表
4 - 1・4 - 2 ）
　D中学校の振り返りシート「今日の実習で身
についたこと」には，31人全員が「イワシの手
開き」をあげていた．さらに15人（48.4%）にイ
ワシの栄養や弱い魚であること等の知識の記述
がみられた．（表 5 - 1 ）
　「『いわしのかばやき』にはどんな良い点があ
るかな？考えてみよう」の課題プリントの記述
内容には様々な表現がみられた．①DHA等の
栄養素が含まれている，②脳や生活習慣病予防
等の体への影響，③簡単，短時間，調理器具が
少ない等の調理過程における利点，④安価等の
経済的理由，⑤おいしさ，食べやすさ（骨がな
い・安全）等について自分の言葉で表現されて
いた．（表 5 - 2 ）また，本授業の振り返りシー
ト「今日の感想」には17人（53%）が調理を挙
げ，15人（47%）が「家でも作ってみたい」等
の「生活への関心・意欲・態度」について記述し
ていた．（表 5 - 3 ）
　以上各校での授業実践の結果から，以下のこ
とが明らかになった．
　修正指導案を用いた授業実践は，どの授業で
も，各学習目標に近づく子どもの姿を窺い知る
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表
2
-
1
　
実
践
事
例
A
　「
も
っ
と
さ
か
な
と
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
」
学
習
者
に
よ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
（
今
日
の
授
業
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
）
の
自
由
記
述
内
容

想
定
さ
れ
た
学
習
評
価
規
準
に
対
応
し
た
内
容

食
を

結
び
付
け
る

態
度
（
循
環
）

地
域
の
食
文
化
へ
の
関
心

魚
へ
の
理
解

そ
の
他

佃
煮
工
場
の

存
在

佃
煮
の
味

1
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
に
，
ス
ー
パ
ー
の
人
や
そ
れ
か
ら
家
の
人
も
い
っ
ぱ
い
か
か
わ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
．

○
2
魚
は
さ
い
し
ょ
に
工
場
に
と
ど
け
ら
れ
て
，
つ
ぎ
に
ス
ー
パ
ー
の
人
に
か
っ
て
も
ら
っ
て
，
つ
ぎ
は
家
人
が
か
っ
て
ご
は
ん
に
な
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
3
川
や
海
で
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
に
つ
っ
て
き
て
，
ス
ー
パ
ー
に
わ
た
し
て
，
家
の
人
が
こ
ど
も
の
た
め
に
か
っ
て
き
た
．

○
4
つ
く
だ
に
は
，
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
で
つ
く
ら
れ
る
な
ん
て
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．
ス
ー
パ
ー
で
つ
く
ら
れ
る
と
お
も
っ
た
．

○
5
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
で
つ
く
だ
に
を
つ
く
る
の
が
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
6
か
工
工
場
で
つ
く
だ
に
を
つ
く
っ
て
い
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
．

○
7
つ
く
だ
に
は
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
で
つ
く
ら
れ
て
う
ら
れ
て
い
る
．

○
8
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
を
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
9
前
芝
に
か
こ
う
こ
う
じ
ょ
う
が
あ
っ
た
の
が
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
10
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
の
に
お
い
が
ま
え
し
ば
の
お
み
せ
の
ま
え
の
こ
う
じ
ょ
う
か
ら
に
お
う
に
お
い
だ
っ
た
．

○
11
さ
か
な
の
べ
ん
き
ょ
う
の
き
か
い
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
し
，
ま
た
，
つ
く
だ
に
を
か
工
工
場
で
い
っ
き
に
つ
く
る
こ
と
が
し
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
．
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．

○
12
か
こ
う
工
じ
ょ
う
が
じ
ぶ
ん
た
ち
の
ば
し
ょ
で
4
け
ん
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
13
つ
く
だ
に
の
こ
う
じ
ょ
う
が
4
け
ん
あ
っ
た
の
で
す
ご
い
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
14
今
日
加
工
工
じ
ょ
う
が
う
め
や
ぶ
に
4
つ
あ
っ
た
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
で
す
．

○
15
さ
ん
な
の
つ
く
だ
に
は
，
さ
い
し
ょ
は
ま
ず
い
と
お
も
っ
て
い
た
け
ど
う
ま
か
っ
た
で
す
．

○
16
つ
く
だ
に
が
に
が
て
で
た
べ
れ
な
か
っ
た
け
ど
，
た
べ
れ
ま
し
た
．

○
17
さ
ん
ま
は
う
ま
い
と
い
う
こ
と
を
し
り
ま
し
た
．

○
18
つ
く
だ
に
を
た
べ
た
ら
う
ま
か
っ
た
．

○
19
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
は
す
ご
く
お
い
し
い
．

○
20
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
を
た
べ
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
21
サ
ン
マ
の
つ
く
だ
に
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
22
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
．

○
23
め
ば
る
の
角
と
さ
ん
ま
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
24
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
を
た
べ
て
み
て
，
お
い
し
か
っ
た
で
す
．
も
っ
と
も
っ
と
た
べ
た
い
で
す
．
こ
ん
ど
は
，
ち
が
う
お
さ
か
な
を
た
べ
た
い
で
す
．
よ
け
れ
ば
え
び
が
い
い
で
す
．

○
25
は
じ
め
て
つ
く
だ
に
を
た
べ
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
．
ま
た
た
べ
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
こ
ん
ど
は
あ
ゆ
の
つ
く
だ
に
が
た
べ
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
26
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
が
，
か
に
じ
ゃ
な
く
て
ふ
つ
う
の
さ
ん
ま
に
見
え
ま
し
た
．

○
27
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
が
，
こ
ん
な
か
た
ち
に
な
っ
て
る
の
し
り
ま
し
た
．

○
28
カ
サ
ゴ
は
う
み
に
す
ん
で
い
る
こ
と
を
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
29
さ
か
な
が
ど
こ
に
す
む
か
が
わ
か
っ
た
．

○
30
フ
グ
が
う
み
に
に
す
ん
で
い
る
と
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
31
ア
ン
コ
ウ
が
海
に
す
ん
で
い
る
と
は
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

○
32
海
に
す
ん
で
い
る
魚
が
，
川
に
す
ん
で
い
る
魚
よ
り
10
ぴ
き
く
ら
い
多
い
．

○
33
さ
か
な
は
い
ろ
い
ろ
な
し
ゅ
る
い
が
あ
っ
て
，
び
っ
く
り
．

○
34
い
ろ
ん
な
魚
が
こ
ん
な
に
い
る
な
ん
て
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
35
か
わ
は
ぎ
を
し
っ
た
．

○
36
こ
ん
な
に
う
ま
い
さ
ん
ま
学
校
で
は
た
べ
ら
れ
な
い
と
お
も
っ
た
で
す
．

○
37
つ
り
ざ
お
と
か
で
魚
を
つ
っ
た
の
が
ほ
ん
も
の
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
．

○
38
今
日
の
べ
ん
き
ょ
う
は
楽
し
か
っ
た
で
す
．

○
39
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
．

○
3

11
13

8
4

注
）
複
数
と
な
る
も
の
は
主
に
な
る
も
の
に
○
を
つ
け
た
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表
2
-
2
　
実
践
事
例
A
　「
も
っ
と
さ
か
な
と
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
」
学
習
者
に
よ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
（
も
っ
と
し
り
た
い
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
）
の
自
由
記
述
内
容

想
定
さ
れ
た
学
習
評
価
規
準
に
対
応
し
た
内
容

地
域
と
食
文
化
・
海
の
魚
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

海
魚

魚
釣
り

魚
を
食
べ
る

佃
煮

そ
の
他

1
魚
は
ど
う
や
っ
て
生
き
て
き
た
の
か
，
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
，
ど
う
や
っ
て
魚
は
海
の
中
で
の
こ
き
ゅ
う
が
で
き
る
の
か
．
大
人
に
な
っ
た
ら
海
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て
見
た
い
で
す
．

○
2
う
み
の
し
ん
か
い
に
い
っ
て
，
そ
っ
か
ら
う
み
の
さ
か
な
を
み
た
い
．

○
3
ア
ン
コ
は
た
べ
ら
れ
る
の
か
．

○
4
さ
か
な
は
な
ん
で
う
み
に
い
る
．

○
5
ス
ズ
キ
は
ど
こ
に
す
ん
で
い
ま
す
か
．

○
6
さ
か
な
の
な
ま
え
が
も
っ
と
し
り
た
い
で
す
．

○
7
ぼ
く
が
し
ら
な
い
さ
か
な
を
し
り
た
い
で
す
．

○
8
し
ら
な
い
さ
か
な
を
し
り
た
い
で
す
．

○
9
も
っ
と
ど
ん
な
さ
か
な
が
い
る
か
も
っ
と
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
で
す
．

○
10
う
み
に
す
ん
で
い
る
さ
か
な
を
も
っ
と
し
っ
て
，
川
の
い
き
も
の
も
も
っ
と
し
り
た
い
で
す
．

○
11
も
う
ち
ょ
っ
と
海
や
川
に
す
ん
で
い
る
魚
を
し
ら
べ
た
い
．

○
12
こ
ん
ど
は
，
つ
く
だ
に
じ
ゃ
な
く
て
ほ
か
の
さ
か
な
の
こ
と
を
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
で
す
．

○
13
さ
か
な
つ
り
を
し
た
い
で
す
．

○
14
も
っ
と
さ
か
な
つ
り
が
し
た
い
で
す
．

○
15
さ
か
な
つ
り
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
や
っ
て
み
た
い
で
す
．

○
16
つ
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
も
っ
と
も
っ
と
さ
か
な
つ
り
を
し
た
い
で
す
．

○
17
つ
り
で
し
ん
か
い
の
さ
か
な
を
つ
り
た
い
で
す
．

○
18
ク
ラ
ス
ぜ
ん
い
ん
で
つ
り
を
し
た
い
（
本
と
の
）．

○
19
ひ
と
り
だ
け
で
，
お
お
も
の
を
つ
り
た
い
で
す
．

○
20
い
つ
か
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
つ
っ
て
み
た
い
．

○
21
い
っ
か
い
だ
け
き
ん
め
だ
い
を
つ
っ
て
み
た
い
で
す
．

○
22
ぼ
く
の
す
き
な
魚
は
，
１
番
は
え
び
と
う
な
ぎ
と
ア
ナ
ゴ
で
す
．
す
き
な
や
つ
を
こ
ん
ど
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
食
べ
た
い
で
す
．
２
番
は
い
か
と
貝
で
す
．

○
23
い
ろ
ん
な
つ
く
だ
に
が
た
べ
た
い
．

○
24
も
っ
と
知
り
た
い
こ
と
は
，
も
っ
と
み
ん
な
で
食
べ
た
い
で
す
．

○
25
自
分
で
，
さ
か
な
を
ち
ょ
う
り
し
て
み
た
い
で
す
．

○
26
さ
か
な
を
じ
ぶ
ん
で
ち
ょ
う
り
し
て
み
た
い
で
す
．

○
27
自
分
で
，
さ
ん
ま
の
つ
く
だ
に
を
つ
く
り
た
い
で
す
．

○
28
も
っ
と
も
っ
と
つ
く
だ
に
を
し
り
た
い
で
す
．

○
29
ど
れ
だ
け
つ
く
だ
に
が
あ
る
か
し
り
た
い
．

○
30
も
っ
と
も
っ
と
さ
か
な
の
つ
く
だ
に
を
し
り
た
い
．

○
31
こ
ん
ど
は
さ
か
な
の
し
り
と
り
を
し
た
い
で
す
．

○
32
も
っ
と
い
よ
だ
先
生
に
お
し
え
て
も
ら
え
た
い
で
す
．

○
2

10
9

6
3

2
注
）
複
数
と
な
る
も
の
は
主
に
な
る
も
の
に
○
を
つ
け
た
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表
3
　
実
践
事
例
B
　「
家
の
中
の
さ
か
な
探
検
」　
学
習
者
に
よ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

想
定
さ
れ
た
学
習
評
価
規
準
に
対
応
し
た
内
容

そ
の
他

魚
に
関
心
を
も
つ

生
活
と
魚
の
結
び
つ
き
へ
の
気
づ
き

生
活
と
の
関
係

食
べ
る
事
へ
の
関
心

1
マ
グ
ロ
の
せ
い
ち
ょ
う
が
人
間
よ
り
早
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
2
魚
の
せ
い
ち
ょ
う
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
3
魚
は
2
さ
い
で
1
m
ぐ
ら
い
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
．

○
4

で
き
て
か
ら
15
分
ま
つ
あ
い
だ
に
ま
ぐ
ろ
の
こ
と
を
お
し
え
て
も
ら
っ
た
と
き
に
，
3さ
い
で
ぼ
く
た
ち
の
せ
ぐ
ら
い
な
ん
て
，
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．
お
じ
さ
ん
の
と
き
は
，
ど
ん
な
に
で
っ
か
い
か
し
り
た
い
で
す
．

○
5
マ
グ
ロ
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
は
，
3
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
な
の
に
す
ぐ
に
そ
だ
っ
て
20
さ
い
に
は
，
24
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
そ
だ
つ
な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
．

○
6
ま
ぐ
ろ
が
3
さ
い
で
ぼ
く
た
ち
の
せ
ぐ
ら
い
な
ん
て
ス
ゴ
い
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
7
魚
は
小
さ
い
と
き
も
お
お
き
か
っ
た
人
だ
な
ー
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
8
マ
グ
ロ
が
早
く
せ
い
ち
ょ
う
す
る
な
ん
て
は
じ
め
て
し
っ
た
．

○
9
マ
グ
ロ
っ
て
1
さ
い
か
ら
20
さ
い
ま
で
せ
い
ち
ょ
う
す
る
な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
．

○
10

ま
ぐ
ろ
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
と
き
3
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
11

は
じ
め
て
食
育
の
じ
ぎ
ょ
う
を
し
て
，
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
り
ま
し
た
．
ま
ぐ
ろ
が
は
じ
め
は
す
ご
く
小
さ
い
こ
と
を
し
り
ま
し
た
．
ま
た
お
し
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
．

○
12

マ
グ
ロ
は
，
め
っ
ち
ゃ
大
き
い
な
と
今
ご
ろ
思
い
ま
し
た
．

○
13

あ
か
ち
ゃ
ん
の
く
ろ
ま
ぐ
ろ
が
こ
ん
な
に
ち
っ
ち
ゃ
い
な
ん
て
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．

○
14

海
の
い
き
も
の
は
，
は
や
く
せ
い
ち
ょ
う
す
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
で
す
．

○
15

さ
か
な
も
自
分
で
い
ろ
を
か
え
た
り
し
て
身
を
ま
も
っ
て
い
る
ん
だ
な
，
と
思
い
ま
し
た
．

○
16

魚
の
上
が
青
い
魚
は
ば
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
．

○
17

お
さ
か
な
は
，
上
に
い
る
お
さ
か
な
は
，
せ
が
青
い
り
ゆ
う
は
，
み
を
か
く
み
た
め
と
し
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．

○
18

さ
い
し
ょ
の
は
な
し
を
き
い
て
魚
の
は
な
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
19

海
の
べ
ん
き
ょ
う
を
し
て
こ
ん
な
に
海
の
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
て
す
ご
か
っ
た
．

○
20

海
に
こ
ん
な
に
さ
か
な
が
た
く
さ
ん
い
る
な
ん
て
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

○
21

い
ろ
い
ろ
な
所
で
魚
が
調
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
．

○
22

さ
か
な
と
と
も
だ
ち
に
な
れ
る
の
か
な
と
お
も
っ
た
．

○
23

お
魚
の
友
だ
ち
に
な
れ
ま
し
た
．

○
24

魚
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
．
魚
の
こ
と
が
も
っ
と
す
き
に
な
り
ま
し
た
．

○
25

魚
の
ま
ぐ
ろ
の
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な
魚
の
こ
と
が
知
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．

○
26

ま
た
魚
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
べ
ん
き
ょ
う
が
し
た
い
で
す
．

○
27

ま
ぐ
ろ
が
3
い
で
で
か
っ
た
か
ら
す
ご
か
っ
た
．

○
28

れ
い
ぞ
う
こ
，
れ
い
と
う
こ
に
あ
る
物
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
29

お
さ
か
な
は
，
れ
い
と
う
こ
れ
い
ぞ
う
こ
か
が
た
の
し
か
っ
た
．

○
30

れ
い
ぞ
う
こ
と
れ
い
と
う
こ
で
わ
け
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
．

○
31

れ
い
ぞ
う
こ
や
れ
い
と
う
こ
だ
な
に
よ
く
み
る
と
い
ろ
ん
な
海
の
食
べ
物
が
あ
る
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
．

○
32

き
ょ
う
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
朝
さ
か
な
を
た
べ
た
ほ
う
が
い
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
33

き
ょ
う
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
海
の
も
の
を
た
べ
る
と
い
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
海
の
も
の
を
あ
さ
た
べ
る
と
い
い
と
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
．

○
34

朝
は
，
さ
か
な
を
た
べ
た
ほ
う
が
い
い
な
～
と
思
い
ま
し
た
．

○
35

海
の
物
を
ほ
と
ん
ど
毎
日
た
べ
て
い
る
か
ら
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．

○
36

た
の
し
か
っ
た
．
り
ょ
う
り
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ん
な
と
ち
が
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
．

○
37

魚
は
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

○
38

1
分
や
2
分
で
作
れ
る
し
，
ぼ
く
も
つ
く
っ
て
夜
ご
は
ん
に
し
た
い
で
す
．
い
い
べ
ん
き
ょ
う
に
な
り
ま
し
た
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

○
39

き
ょ
う
た
べ
た
り
ょ
う
り
が
お
い
し
か
っ
た
の
で
，
よ
る
や
あ
さ
に
た
べ
た
い
で
す
．

○
40

ご
は
ん
は
，
オ
ム
ラ
イ
ス
み
た
い
で
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．
ま
た
た
べ
た
い
で
す
．

○
41

さ
っ
ぱ
り
し
て
お
い
し
か
っ
た
．

○
42

さ
か
な
の
り
ょ
う
り
が
オ
ム
ラ
イ
ス
み
た
い
な
あ
じ
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
．
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
43

り
ょ
う
り
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
44

ご
は
ん
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
．

○
45

こ
う
ゆ
う
，
い
か
と
あ
さ
り
の
り
ょ
う
り
を
は
じ
め
て
た
べ
た
の
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
46

ご
は
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
う
み
の
た
べ
も
の
が
は
い
っ
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
47

ご
は
ん
は
，
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
48

ご
は
ん
が
，
か
ら
く
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
お
い
し
か
っ
た
．

○
49

い
か
は
一
つ
し
か
は
い
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
い
か
は
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
50

さ
い
ご
に
ご
は
ん
を
た
べ
た
の
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．
ま
た
た
べ
た
い
で
す
．

○
51

か
ん
た
ん
に
海
の
り
ょ
う
理
が
作
れ
て
，
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
．

○
52

海
の
い
き
物
の
ご
は
ん
が
食
べ
れ
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○
53

考
え
な
が
ら
は
る
の
が
た
い
へ
ん
で
こ
ん
な
に
は
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
．

○
54

は
ん
で
な
ら
べ
て
は
る
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
．

○
55

と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
．

○
56

き
ょ
う
の
じ
ぎ
ょ
う
が
た
の
し
か
っ
た
．

○
57

た
の
し
か
っ
た
で
す
．

○
58

ま
た
4
年
生
で
も
き
て
ほ
し
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
59

林
先
生
に
い
ろ
い
ろ
お
し
え
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．
ま
た
，
お
し
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
．

○
60

あ
と
次
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
り
た
い
で
す
．

○
61

と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
べ
ん
き
ょ
う
に
な
っ
た
．

○
27

12
13

9
注
）
複
数
と
な
る
も
の
は
主
に
な
る
も
の
に
○
を
つ
け
た
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Ｔ
 

「
は

い
。

届
い

た
か

な
。

そ
れ

で
は

ね
、

今
日

は
ね

、
今

か
ら

お
魚

と
友

だ
ち

に
な

る
の

に
そ

の
本

の
表

紙

と
裏

を
見

て
く

だ
さ

い
。

う
ん

。
き

れ
い

な
ね

、
海

の
様

子
が

描
か

れ
て

い
る

で
し

ょ
う

。
ね

ー
。

さ
あ

ま
ず

ね
、

表
紙

と
裏

の
絵

を
見

て
、

ど
ん

な
魚

が
い

る
の

か
な

、
そ

し
て

何
か

気
が

つ
い

た
こ

と
が

あ
る

か
な

。
少

し
見

て
、

後
か

ら
質

問
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

海
の

中
ど

ん
な

も
の

が
い

る
の

か
な

。
あ

れ
？

こ
こ

こ
ん

な
ん

だ
な

っ

て
ゆ

う
よ

う
な

何
か

気
が

つ
い

た
と

こ
ろ

、
裏

と
表

を
見

て
少

し
観

察
を

し
て

く
だ

さ
い

。
」
 

Ｔ
 

「
さ

あ
そ

ろ
そ

ろ
気

が
つ

い
た

こ
と

や
ど

ん
な

お
魚

が
い

る
の

か
な

っ
て

わ
か

っ
た

か
な

ー
。

教
え

て
く
れ

る

子
ー

？
」
 

Ｓ
 

「
は

い
」
 

Ｔ
 

「
は

い
ど

う
ぞ

、
お

願
い

し
ま

す
」 

Ｓ
 

「
ク

ロ
マ

グ
ロ

が
い

ま
す

」
 

Ｔ
 

「
あ

！
す

ご
い

。
本

格
的

な
お

名
前

を
出

し
て

く
れ

ま
し

た
。

ほ
ん

と
で

す
。

ま
ぐ

ろ
が

い
ま

す
。

こ
こ

に
い

ま

し
た

ね
ー

。
こ

こ
に

い
ま

す
ね

ー
。

ク
ロ

マ
グ

ロ
で

し
た

。
そ

れ
か

ら
ー

？
は

い
、

○
○

君
」
 

Ｓ
 

「
う

な
ぎ

が
い

る
」
 

Ｔ
 

「
う

な
ぎ

が
い

る
ね

。
長

い
う

な
ぎ

だ
ね

ー
。

ね
ー

。
あ

な
ご

か
な

ー
。

う
な

ぎ
か

な
ー

。
う

な
ぎ

だ
ろ

う
ね

ー
。

は
ー

い
。

は
い

ど
う

ぞ
。

」
 

Ｓ
 

「
鯛

」
 

Ｔ
 

「
あ

ー
よ

く
分

か
っ

た
ね

ー
。

赤
い

の
鯛

だ
っ

て
よ

く
分

か
っ

た
ね

ー
。

は
ー

い
。

」 

Ｓ
 

「
お

魚
が

群
れ

で
行

動
し

て
い

る
」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
ね

ー
ま

た
ね

、
お

魚
の

名
前

と
は

、
他

に
あ

の
ー

気
が

つ
い

た
こ

と
言

っ
て

く
れ

ま
し

た
。

群
れ

で
、

群
れ

で
行

動
し

て
ま

す
。

ほ
ん

と
で

す
。

」
 

Ｓ
 

「
カ

レ
イ

が
い

る
」
 

Ｔ
 

「
う

ん
、

カ
レ

イ
、

カ
レ

イ
が

い
ま

し
た

ね
。

な
ん

か
土

の
上

に
い

ま
し

た
ね

。
カ

レ
イ

が
ね

ー
。

ね
ー

。
そ

れ

か
ら

ま
だ

発
表

し
て

な
い

…
は

い
。

」
 

Ｓ
 

「
う

に
が

い
ま

す
」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
う

に
も

い
ま

し
た

よ
ー

。
岩

の
上

に
う

に
も

い
ま

し
た

。
見

え
ま

し
た

？
は

い
。

」 

Ｓ
 

「
カ

ク
レ

ク
マ

ノ
ミ

が
い

ま
す

」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
も

う
ほ

ん
と

専
門

的
な

こ
と

よ
く
知

っ
て

る
ね

。
カ

ク
レ

ク
マ

ノ
ミ

が
ね

、
こ

う
や

っ
て

隠
れ

て
い

た
ね

ー
。

は
い

。
他

に
は

ー
？

ど
う

？
」
 

Ｓ
 

「
カ

レ
イ

の
隣

に
牡

蠣
が

い
る

」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
ほ

ん
と

だ
。

よ
く
知

っ
て

る
ね

。
牡

蠣
。

牡
蠣

ね
。

よ
く
知

っ
て

ま
す

。
牡

蠣
が

い
ま

し
た

よ
ー

。
ね

ー
。

は
い

。
お

い
し

い
ね

ー
。

は
い

ど
う

ぞ
。

」
 

Ｓ
 

「
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

が
い

ま
し

た
」 

Ｔ
 

「
あ

ー
よ

く
気

が
つ

い
た

ね
。

こ
う

や
っ

て
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

が
い

た
よ

。
ほ

ん
と

ね
ー

。
そ

う
ね

ー
。

は
い

。
カ

ン
ナ

メ
君

」
 

Ｓ
 

「
タ

コ
が

い
ま

す
」
 

Ｔ
 

「
タ

コ
い

た
ね

ー
。

タ
コ

泳
い

で
た

ね
ー

。
ほ

ん
と

ね
ー

。
ね

ー
。

 

Ｓ
 

「
鮭

が
い

ま
し

た
」
 

Ｔ
 

「
鮭

？
鮭

が
い

ま
し

た
。

い
ま

し
た

よ
ー

。
こ

う
ゆ

う
の

、
こ

う
や

っ
て

ね
ー

。
鮭

だ
っ

た
ね

ー
。

他
に

は
？

」
 

Ｓ
－

B
 

「
わ

か
め

」
 

Ｔ
 

「
あ

ー
わ

か
め

こ
う

や
っ

て
、

や
っ

て
た

ね
ー

、
わ

か
め

ね
。

ほ
ん

と
ね

ー
。

そ
う

ね
ー

。
」
 

Ｓ
 

「
サ

ン
ゴ

礁
が

た
く
さ

ん
い

ま
す

。
」
 

Ｔ
 

「
ほ

ん
と

。
す

ご
い

ね
ー

。
サ

ン
ゴ

礁
が

。
き

っ
と

き
れ

い
な

海
な

ん
だ

ね
ー

、
こ

の
ね

ー
、

海
の

中
は

ね
ー

。

ね
ー

。
」
 

Ｓ
 

「
ク

ロ
マ

グ
ロ

の
群

れ
が

ち
ょ

っ
と

い
ま

す
。

」 

Ｔ
 

「
あ

っ
す

ご
い

。
マ

グ
ロ

の
群

れ
が

。
そ

う
だ

マ
グ

ロ
。

さ
っ

き
ね

、
誰

か
が

言
っ

て
く
れ

た
、

行
動

、
群

れ
で

行
動

し
て

る
ね

。
ほ

ん
と

ね
。

群
れ

で
行

動
し

て
い

る
よ

。
ね

ー
。

」
 

Ｓ
 

「
い

わ
し

」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
ほ

ん
と

鰯
が

小
っ

ち
ゃ

い
の

が
ね

、
こ

こ
ね

、
網

で
捕

ら
れ

そ
う

か
な

ー
っ

て
ゆ

う
と

こ
ろ

ね
」 

Ｓ
 

「
あ

っ
こ

れ
？

」
 

Ｔ
 

「
う

ん
、

そ
れ

ね
ー

。
は

い
。

」 

Ｓ
 

「
サ

ン
ゴ

礁
が

9
個

あ
っ

た
」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
た

？
サ

ン
ゴ

礁
そ

ん
な

に
た

く
さ

ん
あ

っ
た

？
サ

ン
ゴ

礁
が

9
個

も
あ

っ
た

？
あ

り
が

と
う

。
サ

ン
ゴ

礁
も

あ
り

ま
し

た
。

ね
ー

。
出

尽
く
し

た
か

な
？

ま
だ

出
る

？
」
 

Ｓ
 

「
卵

か
ら

孵
っ

た
小

さ
な

魚
が

た
く
さ

ん
い

ま
す

」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
ほ

ん
と

ね
。

」
 

Ｓ
 

「
あ

っ
ほ

ん
と

だ
ー

い
た

」
 

Ｔ
 

「
ね

ー
な

ん
か

ね
ー

ほ
ん

と
ね

ー
。

あ
れ

、
卵

か
ら

孵
っ

た
ば

っ
か

し
の

、
大

き
な

魚
に

ぱ
く
り

や
ら

れ
ち

ゃ

う
か

も
ね

ー
。

」 

Ｓ
－

B
 

「
ヒ

ト
デ

が
い

ま
し

た
」 

Ｔ
 

「
ヒ

ト
デ

い
ま

し
た

。
皆

さ
ん

ヒ
ト

デ
見

つ
け

た
？

」
 

Ｓ
 

「
俺

、
さ

っ
き

か
ら

見
つ

け
て

た
」
 

Ｔ
 

「
星

形
の

ヒ
ト

デ
。

ね
ー

。
は

い
。

も
う

こ
れ

く
ら

い
か

な
ー

。
ね

ー
。

海
の

中
に

は
た

く
さ

ー
ん

の
…

ま
だ

い

る
？

」
 

Ｓ
 

「
ト

ビ
ウ

オ
み

た
い

な
の

が
い

る
」
 

Ｔ
 

「
あ

っ
ほ

ん
と

。
ト

ビ
ウ

オ
み

た
い

ね
、

な
ん

か
ね

、
パ

タ
パ

タ
パ

タ
パ

タ
っ

と
ね

、
跳

ね
て

る
や

つ
あ

る
よ

ね
。

ト
ビ

ウ
オ

だ
よ

ね
、

き
っ

と
ね

ー
。

ね
ー

。
ま

だ
あ

る
？

」
 

Ｓ
 

「
ち

ょ
っ

と
こ

こ
の

隣
に

イ
ソ

ギ
ン

チ
ャ

ク
が

い
る

」 

Ｔ
 

「
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

？
は

い
、

イ
ソ

ギ
ン

チ
ャ

ク
で

ね
、

こ
う

ふ
ぁ

ふ
ぁ

ふ
ぁ

ふ
ぁ

ふ
ぁ

っ
て

ね
。

イ
ソ

ギ
ン

チ
ャ

ク
が

い
ま

し
た

。
は

い
。

ま
だ

？
」 

Ｓ
 

「
う

な
ぎ

の
下

ら
へ

ん
に

サ
ン

ゴ
礁

が
い

ま
す

。
」 

Ｔ
 

「
サ

ン
ゴ

礁
？

ね
ー

。
サ

ン
ゴ

礁
ね

ー
ほ

ん
と

ね
ー

。
は

い
。

」 

Ｓ
 

「
ス

ズ
キ

が
い

ま
す

」
 

Ｔ
 

「
ス

ズ
キ

？
あ

ー
す

ご
い

ね
ー

ス
ズ

キ
が

い
る

ね
ー

ほ
ん

と
だ

。
こ

れ
ス

ズ
キ

だ
ね

ー
。

は
い

。
う

ん
、

そ
う

。
 

 
 

海
の

中
に

は
い

っ
ぱ

い
な

生
物

が
い

る
こ

と
が

分
か

っ
て

く
れ

た
か

な
ー

。
ね

ー
。

皆
さ

ん
の

宿
題

の
中

で
も

お
家

の
ま

わ
り

の
…

お
家

の
中

で
も

い
ろ

ん
な

お
魚

い
た

？
」
 

Ｓ
 

「
い

た
」
 

Ｔ
 

「
そ

う
、

ど
こ

に
い

た
？

お
家

の
中

で
は

ど
こ

に
い

た
？

魚
は

？
」
 

Ｓ
 

「
冷

蔵
庫

。
冷

凍
庫

。
」
 

Ｓ
 

「
缶

詰
」
 

Ｔ
 

「
缶

詰
も

あ
っ

た
」
 

Ｓ
 

「
袋

の
中

」
 

Ｓ
 

「
魚

肉
ソ

ー
セ

ー
ジ

」
 

Ｔ
 

「
ソ

ー
セ

ー
ジ

に
変

身
し

て
た

」
 

Ｓ
 

「
か

つ
お

節
」
 

Ｓ
 

「
ち

く
わ

に
な

っ
て

た
」
 

Ｔ
 

「
ち

く
わ

に
な

っ
て

た
。

魚
っ

て
い

う
の

は
そ

の
も

の
を

魚
の

形
で

食
べ

る
も

の
と

ち
く
わ

や
、

ち
く
わ

と
か

ソ

ー
セ

ー
ジ

み
た

い
に

形
を

変
え

ち
ゃ

う
も

の
が

ね
、

い
っ

ぱ
い

あ
り

ま
す

。
ね

。
今

日
は

ね
、

そ
の

魚
に

ね
、

と

っ
て

も
親

し
ん

で
も

ら
い

た
い

と
思

い
ま

し
て

、
そ

の
今

の
ね

、
気

が
つ

い
た

、
絵

か
ら

ね
、

ど
ん

な
こ

と
を

ね
、

気
が

つ
い

く
れ

る
か

な
ー

っ
て

思
っ

た
ら

、
い

っ
ぱ

い
出

て
き

ま
し

た
。

さ
っ

き
ね

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

と
言

っ
た

誰
か

ね
、

専
門

的
な

ね
、

こ
と

を
ね

、
教

え
て

く
れ

た
人

が
い

ま
し

た
。

今
日

は
ね

、
実

物
の

ク
ロ

マ
グ

ロ
、

こ
れ

ク
ロ

マ
グ

ロ
の

実
物

の
、

こ
れ

で
体

長
1

メ
ー

ト
ル

の
ク

ロ
マ

グ
ロ

で
す

。
さ

あ
こ

れ
は

何
歳

く
ら

い
の

ク
ロ

マ
グ

ロ
か

と
い

う
と

…
ね

、
5

ペ
ー

ジ
を

見
て

く
だ

さ
い

。
ね

、
1

歳
の

マ
グ

ロ
が

6
0

セ
ン

チ
、

3
歳

は
何

セ
ン

チ
く
ら

い
で

あ

る
？

」
 

Ｓ
 

「
1

メ
ー

ト
ル

2
0

セ
ン

チ
」
 

Ｔ
 

「
1

メ
ー

ト
ル

2
0

セ
ン

チ
。

こ
の

マ
グ

ロ
は

1
メ

ー
ト

ル
。

だ
か

ら
皆

さ
ん

と
同

じ
身

長
に

な
る

に
は

、
マ

グ
ロ

3
歳

く
ら

い
で

同
じ

身
長

じ
ゃ

な
い

？
1
2
0

セ
ン

チ
。

こ
れ

は
1

メ
ー

ト
ル

な
の

で
、

た
ぶ

ん
2

歳
く
ら

い
の

マ
グ

ロ
か

な
と

思
い

ま
す

。
ね

。
」 

Ｓ
 

「
最

大
で

約
3

メ
ー

ト
ル

、
5
0
0

キ
ロ

グ
ラ

ム
」
 

Ｔ
 

「
そ

う
よ

。
最

大
で

3
メ

ー
ト

ル
ま

で
大

き
く
な

り
ま

す
。

は
た

ち
に

な
る

…
2
0

歳
に

な
る

と
。

だ
か

ら
と

て
も

マ

グ
ロ

は
大

き
い

魚
で

す
。

海
の

中
に

は
マ

グ
ロ

が
こ

ん
な

に
も

大
き

く
な

る
よ

う
な

栄
養

が
い

っ
ぱ

い
あ

る
ん

で

す
ね

ー
。

 

注
）
 

Ｔ
 

は
支

援
者

 
 

Ｓ
は

学
習

者
 

（
観

察
中

）
 

ｄ
 

「
ま

ぐ
ろ

。
お

と
な

と
こ

ど
も

が
…

」
 

ｂ
 

「
見

て
。

こ
っ

ち
か

ら
来

よ
う

と
し

て
、

こ
っ

ち
か

ら
も

来
よ

う
と

し
て

。
あ

っ
こ

れ
続

き
か

」 

（
ｄ
 

が
本

を
広

げ
る

）
 

ｂ
 

「
そ

う
そ

う
そ

う
そ

う
」
 

ｄ
 

「
え

っ
こ

れ
誰

？
こ

れ
誰

？
こ

れ
誰

？
こ

い
つ

は
誰

だ
よ

ー
」
 

ｂ
 

「
あ

っ
う

に
う

に
う

に
」
 

ｄ
 

「
お

ー
う

に
だ

。
あ

っ
こ

れ
」 

ｂ
 

「
サ

ザ
エ

」
 

ｄ
 

「
サ

ザ
エ

？
」
 

ｂ
 

「
サ

ザ
エ

だ
」
（
違

う
の

を
指

さ
し

て
）
 

ｄ
 

「
こ

っ
ち

が
…

貝
」
 

ｂ
 

「
こ

れ
（
 

 
 

 
 

 
）
」 

ｂ
 

「
さ

ば
」
 

ｄ
 

「
ま

ぐ
ろ

じ
ゃ

ね
ー

の
か

」
 

ｂ
 

「
さ

ば
」
 

ｄ
 

「
さ

ば
」
 

ｂ
 

「
さ

ば
」
 

ｄ
 

「
そ

れ
さ

ば
な

の
？

ま
ぐ

ろ
じ

ゃ
な

い
の

」
 

ｂ
 

「
ま

ぐ
ろ

。
ま

ぐ
ろ

の
親

。
ま

ぐ
ろ

の
赤

ち
ゃ

ん
」
 

ｄ
 

「
こ

れ
ま

ぐ
ろ

の
赤

ち
ゃ

ん
な

の
」
 

ｂ
 

「
知

ら
ん

」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
注

）
ａ
，

ｂ
，

ｄ
 

学
習

者
 

付
表

5 
ビ
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録
画

の
内
容

 
「
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検
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ー
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探
検
ノ
ー
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と
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を
活
用
し
た
学
習
場
面
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先
生

 
「
さ

あ
、

今
か

ら
ね

、
皆

さ
ん

に
お

家
で

や
っ

て
き

て
も

ら
っ

た
の

と
同

じ
を

今
度

は
グ

ル
ー

プ
で

や
っ

て

も
ら

い
ま

す
。

こ
の

セ
ッ

ト
の

中
に

は
、

冷
蔵

庫
、

冷
凍

庫
、

戸
棚

が
入

っ
て

い
ま

す
。

カ
ー

ド
が

1
2

枚
入

っ
て

い
ま

す
。

ス
テ

ィ
ッ

ク
の

り
も

入
っ

て
ま

す
。

班
に

な
っ

た
ら

…
班

に
分

か
れ

た
ら

、
こ

の
1
2

枚
の

魚
カ

ー
ド

が

そ
れ

ぞ
れ

ど
こ

に
入

っ
て

い
る

の
か

な
ー

を
相

談
し

て
く
だ

さ
い

。
で

、
お

家
か

ら
持

っ
て

き
た

こ
れ

も
十

分
参

考
に

し
ま

し
ょ

う
。

も
し

も
、

グ
ル

ー
プ

の
中

で
迷

う
よ

う
な

魚
が

出
て

き
た

ら
皆

で
相

談
し

て
決

め
た

ら
こ

こ
に

貼
り

ま
し

ょ
う

。
そ

し
て

貼
っ

た
と

こ
ろ

か
ら

前
に

…
こ

こ
に

マ
グ

ネ
ッ

ト
が

あ
る

の
で

、
貼

り
に

来
て

く
だ

さ
い

。
」
 

（
紙

広
げ

る
）
 

ｂ
 

「
わ

か
め

？
」
 

ｄ
 

「
わ

か
め

に
見

え
る

。
ひ

じ
き

じ
ゃ

ん
」
 

ｂ
 

「
の

り
だ

」
 

ｂ
 

「
あ

！
い

か
い

か
い

か
」
 

先
生

 
「
ど

こ
に

何
が

入
る

の
か

な
。

こ
れ

は
何

だ
ろ

う
。

え
ー

な
に

そ
れ

」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
？

は
ん

ぺ
ん

じ
ゃ

ん
」
 

ｂ
 

「
は

ん
ぺ

ん
だ

」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
だ

」
 

先
生

 
「
は

ん
ぺ

ん
だ

と
ど

こ
に

入
る

の
」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
？

冷
蔵

し
た

ら
固

ま
っ

ち
ゃ

う
」
 

ｂ
 

「
え

ー
冷

蔵
庫

で
し

ょ
。

」
 

ｃ
 

「
う

ん
」
 

ｂ
 

「
え

ー
だ

っ
て

お
じ

い
ち

ゃ
ん

い
つ

も
冷

蔵
庫

に
詰

め
込

ん
で

る
か

ら
」
 

ｄ
 

「
こ

れ
（
干

物
）は

、
生

臭
い

や
つ

」
 

ｂ
 

「
あ

ー
」
 

ｃ
 

「
こ

れ
臭

い
よ

ね
」
 

ｂ
 

「
あ

っ
！

冷
凍

庫
じ

ゃ
ん

」
 

（
適

当
に

わ
け

て
い

く
）
 

ｄ
 

「
ひ

じ
き

じ
ゃ

ん
。

こ
っ

ち
だ

よ
」
 

ｂ
 

「
こ

れ
！

」 

ｄ
 

「
え

っ
と

、
鮭

だ
か

ら
冷

蔵
庫

」
 

先
生

 
「
ど

ん
ど

ん
作

業
し

て
ね

」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
？

」
 

先
生

 
「
貼

っ
て

い
き

な
さ

い
よ

」
 

ａ
 

「
こ

れ
な

ん
だ

？
い

か
」
 

ｂ
「
考

え
と

い
て

」
 

ｃ
 

「
え

ー
」
 

ｂ
 

「
早

く
い

い
か

ら
」
 

（
ａ
と

ｃ
考

え
る

）
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
、

は
ん

ぺ
ん

、
は

ん
ぺ

ん
、

は
ん

ぺ
ん

」
 

（
ｂ
の

り
塗

る
）
 

ｂ
 

「
は

い
、

の
い

て
の

い
て

」
 

ａ
 

「
は

ん
ぺ

ん
2

つ
あ

る
ん

だ
け

ど
」
 

ｃ
 

「
は

ん
ぺ

ん
（
 

 
 

 
 

 
 

）
」 

ｄ
 

「
戸

棚
が

反
対

だ
ー

」
 

ｂ
 

「
は

ん
ぺ

ん
冷

蔵
庫

」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
冷

蔵
庫

？
カ

チ
カ

チ
に

な
る

よ
」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
は

さ
、

熱
い

も
の

だ
か

ら
さ

、
冷

蔵
庫

に
入

れ
た

ら
さ

、
（
 

 
 

 
 

）
と

同
じ

で
カ

チ
カ

チ
に

な
る

よ
」 

ｂ
 

「
ま

あ
い

い
じ

ゃ
ん

」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
だ

め
だ

っ
て

ー
」
 

ｂ
 

「
ま

あ
い

い
じ

ゃ
ん

」
 

ｄ
 

「
戸

棚
だ

っ
て

ー
」
 

ｄ
 

「は
ん

ぺ
ん

か
ち

か
ち

に
か

た
ま

る
よ

」
 

（
戸

棚
に

貼
り

直
す

）
 

ｂ
 

「
鮭

は
ー

冷
蔵

庫
」
 

ａ
 

「
こ

れ
は

？
」 

先
生

 
「
鰯

。
鰯

」 

ｂ
 

「
こ

れ
は

？
」 

先
生

 
「
こ

れ
寒

天
」
 

ｄ
 

「
寒

天
？

」
 

先
生

 
「
寒

天
」
 

ｄ
「
 

寒
天

こ
っ

ち
（
戸

棚
）
だ

」
 

先
生

 
「
ゼ

リ
ー

作
る

の
」
 

ｂ
 

「
あ

ー
あ

れ
ね

。
え

？
ど

こ
？

」
 

ａ
 

「
知

ら
ん

。
冷

凍
庫

じ
ゃ

な
い

？
」
 

ｂ
 

「
冷

凍
庫

だ
」
 

ｄ
 

「
え

？
冷

凍
庫

？
ゼ

リ
ー

作
る

か
ら

さ
」
 

ｂ
 

「
じ

ゃ
あ

冷
蔵

庫
？

」
 

ａ
 

「
い

い
に

お
い

が
し

て
き

た
」
（
イ

カ
持

ち
な

が
ら

）
 

ｄ
 

「
冷

凍
庫

、
冷

凍
庫

、
冷

凍
庫

」
 

ｂ
 

「
冷

凍
庫

」
 

ｄ
 

「
（
 

 
 

 
 

 
）に

な
る

か
ら

冷
凍

庫
」
 

ｂ
 

「
あ

ん
た

物
知

り
だ

ね
」
 

（
分

け
て

い
く
）
 

ｄ
 

「
（
 

 
 

 
 

 
）は

冷
蔵

庫
だ

。
こ

れ
も

冷
蔵

庫
。

」 

ｄ
 

「
鰯

は
？

」
 

ｂ
 

「
魚

は
冷

凍
庫

。
鮭

は
冷

蔵
庫

」
 

ａ
 

「
い

か
は

？
」
 

ｃ
 

「
い

か
は

冷
蔵

庫
？

冷
凍

庫
？

」
 

ｄ
 

「
い

か
は

冷
蔵

庫
」
 

ｄ
 

「
こ

れ
は

？
」 

ｂ
 

「
冷

凍
庫

」
 

ｄ
 

「
い

わ
し

も
冷

蔵
庫

」
 

ａ
、

ｃ
 

「
冷

凍
庫

」
 

ｂ
 

「
だ

っ
て

来
る

と
き

冷
凍

だ
も

ん
」 

ｄ
 

「
冷

凍
庫

ね
」
 

ａ
 

「
こ

れ
も

冷
凍

庫
。

こ
れ

も
冷

凍
庫

」
 

ｂ
 

「
も

う
だ

め
じ

ゃ
ん

」
 

（
魚

を
冷

凍
庫

に
貼

っ
て

い
く
）
 

ｃ
 

「
や

っ
ぱ

は
ん

ぺ
ん

冷
蔵

庫
だ

よ
」
 

ｂ
 

「そ
う

だ
よ

」
 

ｄ
 

「
は

ん
ぺ

ん
は

お
で

ん
に

使
う

材
料

だ
よ

」
 

注
）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

）
は

聞
き

取
れ

な
か

っ
た

箇
所

 

注
）
 

ａ
，

ｂ
，

ｃ
，

ｄ
 

は
学

習
者
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表
4
-
1
　
実
践
事
例
C
　「
魚
の
命
あ
り
が
と
う
」
学
習
者
に
よ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

想
定
さ
れ
た
学
習
評
価
規
準
に
対
応
し
た
内
容

そ
の
他

魚
の
海
の
中
で
の
�

工
夫
に
つ
い
て
の
知
識・
理
解

感
謝
す
る
言
葉
と
し
て
の
�

理
解

1
お
さ
か
な
ク
イ
ズ
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
．
さ
が
す
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
．
つ
な
が
「
ま
ぐ
ろ
」
と
は
，
し
ら
な
か
っ
た
か
ら
，
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．

○
2
わ
た
し
た
ち
は
，
海
の
生
物
か
ら
も
い
の
ち
を
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
3
も
の
す
ご
く
た
べ
も
の
，
さ
か
た
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
．
さ
か
な
で
す
き
な
の
は
，
さ
し
み
が
あ
じ
で
す
し
が
サ
ー
モ
ン
．

○
4
さ
か
な
か
ら
い
の
ち
を
も
ら
っ
て
た
べ
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
．
さ
ば
は
と
り
，
サ
メ
か
ら
み
を
ま
も
っ
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
．
ツ
ナ
は
マ
グ
ロ
か
ら
で
き
て
い
る
．

○

5
魚
の
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
．
魚
は
き
ら
い
だ
っ
た
け
ど
，
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
，
が
ん
ば
っ
て
食
べ
ま
す
．
魚
は
身
を
ま
も
る
た
め
に
，
さ
ば
，
さ
ん
ま
は
上
が
青
，

下
が
白
の
こ
と
が
ふ
し
ぎ
で
し
た
．

○
○

6
今
日
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
1
日
に
ど
れ
く
ら
い
海
の
魚
や
わ
か
め
な
ど
を
1
日
に
こ
ん
な
に
た
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
さ
ば
は
，
せ
な
か
が
青
く
て
お
な
か
が
白
い
り
ゆ
う
は
て
き
か
ら
身
を
ま
も
る
た
め
だ
と
は
じ
め

て
知
り
ま
し
た
．

○

7
さ
ば
の
て
き
か
ら
身
を
守
る
方
ほ
う
が
わ
か
り
ま
し
た
．
ぼ
く
た
ち
も
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
小
さ
い
さ
か
な
が
た
べ
て
，
中
く
ら
い
の
さ
か
な
が
た
べ
て
，
お
お
き
い
さ
か
な
が
た
べ
た
も
の
を
ぼ
く
が
た
べ
て
い
る
な
ん
て
し

り
ま
せ
ん
で
し
た
．
い
ち
ば
ん
に
ん
げ
ん
が
い
ち
ば
ん
つ
よ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○

8
ツ
ナ
は
マ
グ
ロ
か
ら
で
き
て
い
る
の
は
し
ら
な
か
っ
た
で
す
．
ぼ
く
た
ち
は
か
い
ろ
う
を
食
べ
て
い
る
の
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
9
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
．
た
と
え
ば
さ
ば
の
命
を
た
べ
て
い
る
か
ら
で
す
．
ツ
ナ
は
ま
ぐ
ろ
か
ら
で
き
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
！
！
い
ち
番
て
き
と
な
っ
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

10
い
っ
ぱ
い
う
み
の
い
き
も
の
が
あ
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
．
ツ
ナ
は
ま
ぐ
ろ
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
．
さ
ば
，
さ
け
，
い
わ
し
，
さ
ん
ま
，
い
ろ
い
ろ
な
う
み
の
い
き
も
の
が
わ
か
っ
た
．
人
げ
ん
は
い

ち
ば
ん
つ
よ
い
と
わ
か
っ
た
．

○

11
ど
う
ぶ
つ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
し
ょ
く
ぶ
つ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
た
べ
る
の
が
ふ
し
ぎ
と
思
い
ま
し
た
．

○
12

じ
か
ん
が
あ
っ
と
い
う
ま
で
た
の
し
か
っ
た
で
す
．

○
13

い
ろ
い
ろ
う
み
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
．
ま
た
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
り
た
い
で
す
．
い
ろ
で
み
を
か
く
せ
る
ん
だ
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
14

は
ん
ぺ
ん
と
か
も
う
み
の
た
べ
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
．
の
り
も
う
み
で
と
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
．
な
る
と
が
う
み
の
食
べ
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
．
ひ
じ
き
が
う
み
の
た
べ
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
．

○
15

い
ろ
い
ろ
な
さ
か
な
が
分
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．
い
ろ
い
ろ
な
魚
か
ら
え
い
よ
う
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
，
か
ん
し
ゃ
し
て
た
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
．

○
○

16
た
の
し
か
っ
た
．

○
17

き
ゅ
う
し
ょ
く
に
も
か
つ
お
ぶ
し
や
わ
か
め
や
ひ
じ
き
や
さ
ん
ま
や
い
か
や
は
ん
ぺ
ん
や
な
る
と
も
っ
と
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
う
み
の
も
の
が
き
ゅ
う
し
ょ
く
に
つ
く
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．

○

18
わ
た
し
は
き
ゅ
う
し
ょ
く
に
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
魚
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
は
ん
ぺ
ん
も
魚
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
．
さ
ば
は
色
で
み
を
ま
も
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
．
き
く
ら
げ
が
き
の
こ
な
の
が
は
じ
め
て
わ
か

り
ま
し
た
．

○

19
海
の
食
べ
も
の
を
き
ゅ
う
し
ょ
く
で
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
．
さ
ば
や
ま
ぐ
ろ
は
，
て
き
か
ら
み
を
ま
も
る
た
め
に
い
ろ
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
20

さ
か
な
に
と
て
も
た
く
さ
ん
の
い
の
ち
を
も
ら
っ
て
い
る
と
し
っ
て
，
う
し
に
つ
づ
い
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
．
で
も
さ
め
は
，
い
ま
で
も
こ
わ
い
で
す
．
ほ
か
に
も
い
の
ち
を
も
ら
っ
て
い
る
ど
う
ぶ
つ
を
し
り
た
い
で
す
．

○
○

21
今
日
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
わ
た
し
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
の
ど
う
ぶ
つ
な
ど
に
た
す
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
あ
と
い
ろ
ん
な
魚
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
．
あ
と
，
サ
メ
な
ど
の
大
き
い
魚
な
ど
の
て

き
は
人
間
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
の
こ
さ
ず
た
べ
る
こ
と
も
し
っ
か
り
ま
も
っ
て
，
き
も
ち
を
こ
め
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
も
ち
ゃ
ん
と
い
う
よ
う
に
し
ま
す
．
あ

と
さ
ば
な
ど
は
て
き
か
ら
身
を
か
く
す
た
め
に
せ
な
か
が
青
く
て
お
な
か
が
白
い
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
で
す
．

○
○

22
わ
た
し
ツ
ナ
は
な
に
か
ら
で
き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
，
ま
ぐ
ろ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
．
あ
と
お
さ
か
な
ク
イ
ズ
を
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
，
て
き
か
ら
み
を
ま
も
る
た
め
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
．
こ
ん
だ
て
に
い
ろ
い
ろ
な
海
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
．

○

23
魚
の
こ
と
が
し
れ
て
よ
か
っ
た
．

○
24

さ
ば
や
さ
ん
ま
な
ど
の
魚
は
，
せ
な
か
が
青
く
お
な
か
が
白
い
わ
け
は
，
う
え
か
ら
み
る
と
海
と
せ
か
な
の
い
ろ
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
み
え
に
く
く
す
る
た
め
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

○
25

予
そ
う
代
外
だ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．
ま
た
紙
に
さ
か
な
と
か
が
あ
る
か
れ
い
ぞ
う
こ
の
中
を
見
て
な
ん
こ
あ
っ
た
の
か
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

○
26

さ
ば
で
せ
な
か
が
青
色
で
お
な
か
が
白
い
と
い
う
こ
と
が
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

○
27

い
ろ
い
ろ
な
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
を
し
て
，
ま
ぐ
ろ
や
う
し
の
い
の
ち
を
い
た
だ
い
た
こ
と
の
べ
ん
き
ょ
う
を
お
し
え
て
も
ら
っ
た
か
ら
，
こ
れ
か
ら
も
か
ん
し
ゃ
し
て
い
の
ち
も
い
た
だ
き
ま
す
を
す
る
．

○
28

こ
れ
か
ら
は
ち
ゃ
ん
と
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
し
ま
す
．

○
29

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
さ
が
す
や
つ
が
は
じ
め
て
は
ん
ぺ
ん
が
さ
か
な
の
な
か
ま
な
ん
て
は
じ
め
て
し
っ
た
．

○
30

せ
な
か
が
あ
お
く
お
な
か
が
白
い
い
み
は
，
て
き
か
ら
み
を
ま
も
る
た
め
だ
っ
た
な
ん
て
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

○

31
さ
ば
や
さ
ん
ま
は
，
て
き
か
ら
み
を
ま
も
る
た
め
に
せ
か
な
に
青
い
の
が
あ
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
．
い
の
ち
を
わ
た
し
た
ち
が
も
ら
っ
て
生
き
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
，
た
べ
も
の
を
大
切
に
し
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

32
さ
か
な
は
て
き
か
ら
み
を
ま
も
る
た
め
の
か
ら
だ
を
も
っ
て
い
る
と
分
か
り
ま
し
た
．

○
33

む
ず
か
し
か
っ
た
．

○
34

魚
の
さ
ば
や
さ
ん
ま
は
て
き
か
ら
身
を
ま
も
る
た
め
に
せ
な
か
が
青
く
て
，
お
な
か
が
白
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
．
は
ん
ぺ
ん
と
な
る
と
は
海
の
食
べ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
始
め
て
知
り
ま
し
た
．

○
35

さ
ば
や
さ
ん
ま
な
ど
の
さ
か
な
は
，
な
ぜ
せ
な
か
が
青
く
お
な
か
が
白
い
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
．
せ
な
か
が
青
く
お
な
か
が
白
い
の
は
て
き
か
ら
身
を
守
る
た
め
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

○
36

い
ろ
い
ろ
な
魚
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
．

○
37

て
き
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
，
ほ
ご
色
ら
し
き
色
を
す
る
っ
て
魚
も
け
っ
こ
う
頭
い
い
か
も
？

○
38

ぼ
く
は
さ
な
か
を
に
つ
け
た
も
の
が
だ
い
す
き
で
す
．
で
も
き
れ
い
に
食
べ
る
と
こ
が
で
き
な
い
の
で
，
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
き
れ
い
に
た
べ
た
い
で
す
．

○
39

て
き
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
せ
な
か
が
青
い
な
ん
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
．
で
も
人
間
が
た
べ
ち
ゃ
う
の
で
ち
ゃ
ん
と
た
べ
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
は
た
べ
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

40
さ
ば
や
さ
ん
ま
な
ど
の
さ
か
な
が
な
ぜ
せ
な
か
が
あ
お
く
，
お
な
か
が
白
い
の
か
で
，
て
き
か
ら
み
を
ま
も
る
た
め
と
い
う
こ
と
を
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．
11
月
の
こ
ん
だ
て
で
さ
か
な
や
海
の
い
き
も
の
（
さ
か
な
い
が
い
の

か
い
そ
う
な
ど
）
が
な
い
き
ゅ
う
し
ょ
く
は
4
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
わ
た
し
は
あ
ん
ま
り
さ
か
な
が
す
き
で
は
な
い
の
で
，
さ
か
な
を
す
き
に
な
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
．

○
○

41
さ
が
す
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
．

○
42

残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
た
．

○

43
さ
ば
や
さ
ん
ま
な
ど
の
魚
は
せ
な
か
が
青
く
て
お
な
か
が
白
い
の
は
て
き
か
ら
身
を
ま
も
る
た
め
に
あ
る
と
し
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
．
わ
た
し
も
森
な
ど
に
行
く
時
に
く
ま
か
ら
身
を
ま
も
れ
る
よ
う
な
体
が
ほ
し
い
．
あ
と
，

き
ゅ
う
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
，
だ
い
た
い
魚
が
使
っ
て
い
る
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
し
，
な
ん
と
な
く
少
し
こ
わ
か
っ
た
．

○ 33
11

7
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表
4
-
2
　
実
践
事
例
C
　「
魚
の
命
あ
り
が
と
う
」
学
習
者
に
よ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
（「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」）
の
自
由
記
述
内
容

想
定
さ
れ
た
学
習
評
価
規
準
に

対
応
し
た
内
容

さ
ら
に
得
ら
れ
た
学
習
評
価
規
準
に

対
応
し
た
内
容

感謝
する

言葉
と

して
の知

識・
理解

海の
中の

魚に
関

する
知識
・理
解

食べ
よう

とす
る

関心
・意
欲を

もつ
食事

のあ
いさ

つ
の意

味を
知る

1
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
は
命
を
た
い
せ
つ
に
す
る
こ
と
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
．
す
き
き
ら
い
な
く
食
べ
物
を
た
い
せ
つ
に
し
て
命
を
こ
め
て
食
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
ま
い
日
し
っ
か
り
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
と
，
早
ね
，
早
お
き
，
手
あ
ら
い
う
が
い

を
ま
も
り
ま
す
．
赤
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
体
を
つ
く
る
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
．
い
つ
も
元
気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
．

○
○

○

2
今
日
の
わ
く
わ
く
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
み
ん
な
の
体
は
み
ん
な
が
食
べ
た
も
の
で
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
生
活
習
か
ん
病
は
，
子
ど
も
の
と
き
に
き
を
つ
け
て
い
れ
ば
生
活
習
か
ん
病
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
や
い
た
だ
き
ま
す
の
い
み
は
命
を
い
た
だ
き
ま
す
と
い
う
こ
と
と
，
ご
ち
そ
う
さ

ま
は
人
に
感
し
ゃ
の
き
も
ち
と
い
う
い
み
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
．
今
日
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
み
ん
な
の
体
は
み
ん
な
が
食
べ
た
も
の
で
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
○

3
ま
ぐ
ろ
が
生
ま
れ
た
と
き
は
，
あ
ん
な
に
小
さ
い
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
，
食
べ
る
と
少
し
か
わ
い
そ
う
で
し
た
．
で
も
，
生
活
習
か
ん
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
き
ち
ん
と
3
し
ょ
く
た
べ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
こ
れ

か
ら
も
き
ち
ん
と
い
っ
て
食
べ
て
い
き
た
い
で
す
．

○
○

○

4
わ
た
し
は
人
間
と
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
っ
て
す
ご
く
小
さ
か
っ
た
け
ど
，
だ
ん
だ
ん
は
や
く
な
っ
て
い
っ
て
3
さ
い
か
ら
ち
が
っ
て
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
わ
た
し
た
ち
く
ら
い
の
く
ろ
ま
ぐ
ろ
と
く
ら
べ
る
と
体
長
12
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
大
き
く
て
体
重
12
0キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
な
ん
て
は
じ
め

て
し
り
ま
し
た
．
あ
と
，
小
さ
い
と
き
は
人
間
よ
り
も
小
さ
い
の
に
3
さ
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
き
ゅ
う
に
人
間
と
の
さ
が
つ
く
ほ
ど
大
き
く
な
る
こ
と
が
ふ
し
ぎ
な
の
で
，
こ
ん
ど
は
こ
の
こ
と
を
き
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．
あ
と
こ
ん
ど
は
心
を
こ
め
て
上
に
か
い
た
の
を
き
ち

ん
と
い
う
よ
う
に
し
ま
す
．

○
○

○

5
ま
ぐ
ろ
が
ど
う
や
っ
て
そ
だ
っ
て
い
く
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
．
ぼ
く
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
い
み
も
わ
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
．
こ
れ
か
ら
は
ち
ゃ
ん
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
や
い
た
だ
き
ま
す
を
ち
ゃ
ん
と
い
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
こ
ん
な
に

ま
ぐ
ろ
が
大
き
く
な
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
．
ぼ
く
は
，
こ
ん
な
に
大
き
い
の
が
小
さ
く
さ
し
み
と
し
て
だ
さ
れ
て
い
る
の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

○

6
マ
グ
ロ
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
が
3m
メ
ー
ト
ル
で
，
3才
に
な
る
と
12
0セ
ン
チ
も
の
び
る
な
ん
て
す
ご
い
な
．
さ
い
だ
い
に
な
る
と
や
く
50
0き
ろ
ぐ
ら
む
ま
で
の
び
る
な
ん
て
大
よ
り
も
す
ご
く
お
お
き
く
た
か
く
て
た
い
じ
ゅ
う
も
お
も
い
な
ん
て
マ
グ
ロ
は
ど
ん
だ
け
の
び
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
．
た
の
し
か
っ
た
で
す
．

○
7

こ
ん
な
ふ
う
に
ま
わ
っ
て
い
る
し
，
し
ゅ
う
か
く
し
た
人
→
お
み
せ
の
人
→
う
ち
の
人
な
ん
て
ふ
う
に
な
っ
て
て
い
る
の
は
，
び
っ
く
り
し
た
し
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
，
た
の
し
か
っ
た
し
，
も
の
も
の
も
の
も
の
す
ご
く
よ
ー
く
わ
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
と
も
の
も
の
す
ご
く
お
も
い
ま
す
．

○
8

ま
ぐ
ろ
が
そ
ん
な
に
大
き
く
な
る
と
は
，
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
あ
か
れ
ん
じ
ゃ
ー
は
だ
い
ず
も
あ
か
れ
ん
じ
ゃ
ー
の
な
か
ま
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
も
，
し
っ
か
り
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
し
っ
か
り
い
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

○
○

9
い
た
だ
き
ま
す
に
こ
ん
な
き
も
ち
が
こ
ま
れ
て
い
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
の
で
，
き
ょ
う
わ
か
り
ま
し
た
．
感
し
ゃ
の
き
も
ち
が
こ
ま
れ
て
い
る
な
ん
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
．

○
10

あ
か
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
は
た
ら
き
が
わ
か
っ
た
り
，「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
い
み
も
わ
か
っ
て
，
と
て
も
た
の
し
い
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
し
た
．
そ
れ
に
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
こ
と
ば
は
，
と
て
も
た
い
せ
つ
な
い
み
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
の
で
，
こ
の
2つ
の
こ
と
ば
を
言
う
よ
う
に
し
ま
す
．

○
○

11
感
し
ゃ
の
気
も
ち
が
ど
れ
だ
け
大
切
だ
か
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
，
感
し
ゃ
の
気
も
ち
を
い
っ
ぱ
い
た
く
さ
ん
こ
め
て
食
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
あ
と
，
あ
い
ち
ぼ
く
場
に
行
っ
た
時
に
牛
さ
ん
に
「
い
つ
も
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ち
ち
を
と
っ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
ね
」
と
言
い
た
い
で

す
．
あ
い
ち
ぼ
く
場
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
．
野
さ
い
な
ど
を
育
て
て
い
る
人
に
か
ん
し
ゃ
で
す
．

○
○

12
わ
た
し
は
「
生
活
習
か
ん
病
」
と
い
う
の
は
，
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．
わ
た
し
は
，
た
い
し
た
病
気
じ
な
い
か
な
あ
と
思
っ
て
い
た
が
，
も
の
す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
で
す
．「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
い
み
も
し
り
ま
し
た
．
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
，
楽
し
か
っ
た
で
す
．
こ

ん
ど
の
し
ゃ
か
い
け
ん
が
く
が
楽
し
み
で
す
．

○
○

13
ど
う
ぶ
つ
た
ち
に
も
か
ん
し
ゃ
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○

14
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
と
っ
て
も
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
，
こ
れ
か
ら
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
や
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
い
み
を
お
も
い
な
が
ら
い
お
う
と
お
も
い
ま
す
．
あ
と
生
活
習
か
ん
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
き
き
ら
い
な
し
で
か
ん
ば
っ
て
た
べ
よ
う
と
お
も
い
ま
す
．

あ
と
早
ね
早
お
き
は
と
っ
て
も
と
っ
て
も
ス
ケ
ー
ト
を
や
っ
て
い
る
な
か
で
や
る
の
が
む
ず
か
し
い
け
ど
が
ん
ば
っ
て
早
ね
早
お
き
を
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
．
い
ち
ば
ん
こ
わ
い
生
活
び
ょ
う
に
な
っ
た
ら
や
だ
な
ぁ
と
お
も
い
ま
し
た
．
い
ま
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
あ
と
か
ら
（
20
～
30
年
ご
）

わ
か
る
か
ら
こ
わ
い
で
す
．

○
○

○

15

い
た
だ
き
ま
す
の
言
葉
の
い
み
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
，
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
，
こ
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
が
い
っ
ぱ
い
わ
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
．
あ
と
，
私
は
す
き
き
ら
い
が
多
い
の
で
，
す
き
き
ら
い
を
な
く
し
た
い
で
す
．
で
も
丸

山
先
生
が
生
活
習
か
ん
病
の
は
な
し
を
し
て
く
れ
た
け
ど
，
そ
の
は
な
し
を
き
い
て
「
あ
か
み
み
な
り
や
す
そ
う
だ
な
ー
．
じ
ゃ
あ
い
ま
か
ら
ち
ゃ
ん
と
た
べ
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
た
べ
な
い
と
ね
」
と
思
い
ま
し
た
．
今
日
は
丸
山
先
生
と
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
が
や
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．
こ
れ
か
ら

も
き
ょ
う
な
ら
っ
た
こ
と
を
つ
づ
け
て
い
き
た
い
で
す
．
た
と
え
き
ゅ
う
食
で
き
ら
い
な
物
が
で
て
も
ぜ
っ
た
い
が
ま
ん
し
て
，
で
き
る
だ
け
す
き
き
ら
い
を
し
な
い
で
食
べ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
．
丸
山
先
生
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
は
や
っ
ぱ
り
わ
か
り
や
す
い
で
す
．
あ
と
丸
山
先
生
と
じ
ゅ
ぎ
ょ

う
す
る
の
は
た
の
し
い
で
す
．

○
○

○

16
た
の
し
か
っ
た
で
す
．
い
ろ
い
ろ
お
し
え
て
も
ら
っ
た
の
で
，
い
ろ
い
ろ
わ
か
り
ま
し
た
．
た
べ
も
の
で
あ
か
れ
ん
じ
ゃ
あ
，
血
，
肉
，
ほ
ね
，
歯
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
．
み
ど
り
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
1日
1人
35
0g
た
べ
る
と
い
い
と
き
き
ま
し
た
．
35
0g
は
む
り
だ
け
ど
，
ち
ょ
こ
っ
と
ず
つ
た
べ
て
い
き
た
い
で
す
．

○
○

17
こ
れ
か
ら
は
ち
ゃ
ん
と
い
た
だ
き
ま
す
や
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
か
な
ら
ず
い
い
ま
す
．
す
き
き
ら
い
し
な
い
で
赤
，
き
，
み
ど
り
を
ち
ゃ
ん
と
た
べ
ま
す
．
こ
れ
か
ら
は
ご
は
ん
を
の
こ
さ
ず
た
べ
ま
す
．
こ
れ
か
ら
は
マ
グ
ロ
が
う
ま
れ
て
か
ら
し
ん
長
が
3
ミ
リ
な
ん
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．

○
○

○
18

肉
や
さ
か
な
ご
は
ん
に
こ
れ
か
ら
気
も
ち
を
こ
め
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
今
日
か
ら
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
．「
や
さ
い
パ
ワ
ー
」
を
わ
す
れ
て
い
た
の
で
，
ふ
く
し
ゅ
う
に
な
り
ま
し
た
．

○
○

○
○

19
い
た
だ
き
ま
す
や
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
が
こ
ん
な
に
大
切
だ
と
は
し
ら
な
か
っ
た
で
す
．
大
豆
は
黄
じ
ゃ
な
く
赤
だ
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
理
由
は
米
と
形
が
に
て
い
る
か
ら
で
す
．
生
活
習
か
ん
び
ょ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
，
は
や
ね
は
や
お
き
を
し
っ
か
り
つ
づ
け
た
い
で
す
．

○
○

○
20

楽
し
か
っ
た
．
お
も
し
ろ
か
っ
た
．
命
が
た
い
せ
つ
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

21
た
の
し
か
っ
た
し
じ
か
ん
が
あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
．
ま
ぐ
ろ
は
で
か
く
て
お
も
さ
は
す
ご
く
お
も
い
と
い
う
こ
と
を
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．
赤
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
体
た
め
に
は
た
ら
く
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
．
生
活
習
か
ん
び
ょ
う
の
な
ら
な
い
で
楽
し
い
毎
日
を
す
ご
し
て
い
き
た
い
．

○
○

○
22

や
さ
い
の
こ
と
の
や
さ
い
を
食
べ
る
と
な
ぜ
病
気
に
な
ら
な
い
の
か
が
ふ
し
ぎ
だ
と
思
い
ま
し
た
．
あ
と
肉
の
な
か
ま
の
た
ま
ご
と
か
が
肉
に
は
い
る
か
も
き
に
な
り
ま
し
た
．
野
さ
い
は
35
0g
だ
と
ぼ
く
は
じ
ぎ
ょ
う
で
や
っ
て
い
た
の
で
し
っ
て
い
ま
し
た
．
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
分
か
り
ま
し
た
．
楽
し
か
っ
た
で
す
．

○
23

い
た
だ
き
ま
す
は
，
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
か
ん
し
ゃ
の
き
も
ち
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
．
ご
ち
そ
う
さ
ま
は
た
べ
も
の
を
あ
つ
め
て
く
れ
た
り
ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
た
人
へ
の
か
ん
し
ゃ
の
気
も
ち
が
わ
か
り
ま
し
た
．

○
24

お
に
く
と
か
さ
か
な
と
か
の
い
の
ち
を
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
い
い
ま
し
た
．
こ
ど
も
の
た
め
に
た
め
た
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
を
わ
た
し
た
ち
に
し
け
て
い
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
か
ら
そ
れ
を
し
っ
て
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．

○
25

ぼ
く
た
ち
人
る
い
は
，
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
か
ら
命
を
も
ら
っ
て
40
年
60
年
と
長
生
き
し
て
い
る
か
ら
こ
れ
か
ら
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
か
ん
し
ゃ
を
こ
め
て
ご
は
ん
を
た
べ
た
い
で
す
．
こ
れ
か
ら
は
命
を
も
ら
っ
た
生
き
物
を
思
い
う
か
べ
て
か
ん
し
ゃ
し
て
た
べ
ま
す
．

○
○

26
い
た
だ
き
ま
す
は
命
を
い
た
だ
い
て
じ
ぶ
ん
た
ち
が
い
き
て
い
る
か
ら
．
ご
ち
そ
う
さ
ま
は
御
人
様
で
す
．
さ
か
な
は
20
さ
い
ぐ
ら
い
に
な
る
と
24
0c
m
ぐ
ら
い
に
な
る
の
が
わ
か
っ
た
．
肉
や
魚
は
体
を
つ
く
る
．

○
○

○

27
い
ろ
い
ろ
な
た
べ
も
の
の
こ
と
を
は
な
し
て
も
ら
っ
て
と
て
も
わ
か
り
ま
し
た
．
一
が
っ
き
は
や
さ
い
だ
っ
た
け
ど
き
ょ
う
は
魚
や
に
く
の
こ
と
を
や
っ
た
し
「
い
た
だ
き
ま
す
」
や
「
ゴ
チ
ソ
ウ
サ
マ
デ
シ
タ
」
の
こ
と
の
い
み
を
お
し
え
て
も
ら
っ
た
し
，
さ
い
ご
は
牛
の
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
お

し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
．
と
て
も
べ
ん
き
ょ
う
に
な
り
ま
し
た
．

○

28
先
生
に
い
ろ
い
ろ
お
し
え
て
も
ら
っ
て
し
ら
な
い
こ
と
ま
で
お
し
え
て
く
れ
た
か
ら
は
じ
め
て
し
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
，
し
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
．
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
も
お
し
え
て
く
れ
た
．
あ
い
ち
ぼ
く
じ
ょ
う
の
こ
と
も
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
．
先
生
に
ぼ
く

じ
ょ
う
の
こ
と
を
お
し
え
て
あ
げ
る
と
い
う
し
ゅ
く
だ
い
が
で
た
の
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
．

○

29
命
が
ど
ん
な
に
た
い
せ
つ
か
と
て
も
よ
く
わ
か
っ
た
．
そ
れ
と
あ
い
ち
ぼ
く
じ
ょ
う
に
い
っ
た
ら
う
し
の
ち
ち
し
ぼ
り
を
ち
ょ
う
こ
う
そ
く
で
や
り
た
い
と
思
っ
た
．
そ
れ
と
く
ろ
ま
ぐ
ろ
が
た
べ
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
，そ
れ
と
と
っ
て
も
ま
ぐ
ろ
の
命
が
た
い
せ
つ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

そ
れ
と
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
ま
い
に
ち
し
よ
う
と
お
も
っ
て
い
る
．

○
○

○

30
ぼ
く
は
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
ま
な
び
ま
し
た
．
い
た
だ
き
ま
す
は
，
命
を
い
た
だ
い
て
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
．
ご
ち
そ
う
さ
ま
は
，
人
に
か
ん
し
ゃ
し
て
い
う
こ
と
で
す
．
ま
ぐ
ろ
は
10
さ
い
や
20
さ
い
に
な
る
と
ど
ん
ど
ん
で
か
く
な
る
か
ら
す
ご
い
と
お
も
い
ま
し
た
．
赤

い
ろ
の
も
の
を
た
べ
る
赤
い
ろ
の
も
の
は
，
肉
や
魚
が
あ
り
ま
す
．
あ
い
ち
ぼ
く
じ
ょ
う
で
は
，
ち
ち
し
ぼ
り
を
す
る
と
き
ど
う
や
っ
て
し
ぼ
る
か
し
り
た
い
し
，
う
し
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
し
り
た
い
．

○
○

○

31
い
た
だ
き
ま
す
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
や
あ
か
き
い
ろ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
た
し
，
ま
ぐ
ろ
が
あ
か
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
の
こ
と
も
わ
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
．
ま
ぐ
ろ
の
あ
か
ち
ゃ
ん
は
3
日
た
つ
と
じ
ぶ
ん
で
か
り
を
す
る
か
ら
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
．
あ
と
，
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
あ
か
き
い
と
み
ど
り
の
3
し
ょ
く
の
ご
は
ん
を
た
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

○
○

32
ま
ぐ
ろ
は
生
ご
3
日
で
え
さ
を
と
る
こ
と
は
，
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
．
さ
い
大
で
3
m
で
50
0キ
ロ
g
ま
で
生
ち
ょ
う
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
人
は
，
ま
ぐ
ろ
な
ど
の
命
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
し
り
ま
し
た
．
じ
ゅ
み
ょ
う
は
20
さ
い
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
さ
い
じ
ゅ

う
30
0キ
ロ
g
だ
と
思
い
ま
し
た
．

○

33
い
た
だ
き
ま
す
の
意
味
は
命
を
い
た
だ
い
て
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
．
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
言
葉
の
意
味
は
人
に
か
ん
し
ゃ
を
す
る
言
葉
．
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
た
ま
ご
は
0
．
9
m
し
か
な
い
な
ん
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．
赤
の
食
べ
物
は
，
血
や
肉
，
ほ
ね
，
歯
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
．

○
○

○

34
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
．
角
の
命
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
と
き
に
い
た
だ
き
ま
す
を
つ
か
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
分
か
り
や
す
く
て
よ
か
っ
た
で
す
．
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
は
，
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
，
食
べ
た
あ
と
に
は
し
っ
か
り
ご
ち
そ
う
さ

ま
を
い
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

35
命
を
い
た
だ
い
て
自
分
た
ち
が
い
き
て
い
る
の
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
．
い
ろ
い
ろ
な
魚
，
ぶ
た
，
と
り
，
い
っ
ぱ
い
た
べ
て
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
し
っ
か
り
の
こ
さ
ず
た
べ
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．
り
ょ
う
し
さ
ん
や
い
ろ
い
ろ
な
人
が
と
っ
て
く
れ
る
の
は
か
ん
し
ゃ
を
し

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

○

36
ご
ち
そ
う
さ
ま
と
い
た
だ
き
ま
す
の
こ
と
ば
の
い
み
が
（
ご
ち
そ
う
さ
ま
→
た
べ
も
の
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
人
，
た
べ
も
の
を
は
こ
ん
で
く
れ
る
人
な
ど
の
人
へ
の
か
ん
し
ゃ
の
こ
と
ば
）（
い
た
だ
き
ま
す
→
命
を
い
た
だ
い
て
自
分
た
ち
が
い
き
て
い
る
こ
と
に
か
ん
し
ゃ
の
こ
と
ば
）
わ
か
っ

た
．
赤
の
た
べ
も
の
が
わ
か
っ
た
（
さ
か
な
や
に
く
や
た
ま
ご
や
海
そ
う
な
ど
の
た
べ
も
の
の
こ
と
）．
こ
ん
ど
か
ら
，
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
こ
と
ば
を
こ
ん
ど
か
ら
か
ん
し
ゃ
を
し
っ
か
り
し
て
い
お
う
と
お
も
い
ま
し
た
．

○
○

○

37
「
い
た
だ
き
ま
す
」
や
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
言
う
と
き
に
か
ん
し
ゃ
し
な
が
ら
言
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
．
元
気
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
赤
の
こ
と
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
．
魚
や
肉
を
食
べ
て
元
気
に
な
り
た
い
で
す
．

○
○

○

38
マ
グ
ロ
の
せ
い
ち
ょ
う
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
し
，
い
ろ
い
ろ
な
牛
の
こ
と
を
お
し
え
て
く
れ
た
か
ら
わ
か
り
や
す
く
て
よ
か
っ
た
で
す
．
し
ゃ
か
い
け
ん
が
く
に
行
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
お
も
い
だ
し
て
ち
ち
し
ぼ
り
を
し
た
い
で
す
．
い
た
だ
き
ま
す
は
命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い

る
し
，
ご
ち
そ
う
さ
ま
は
御
人
様
な
の
で
意
味
が
す
ご
く
わ
か
り
ま
し
た
．

○
○

39
牛
の
こ
と
と
か
く
ろ
マ
グ
ロ
の
こ
と
と
か
く
ろ
マ
グ
ロ
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
お
も
っ
た
．
そ
れ
で
牛
は
や
さ
し
い
っ
て
お
も
っ
た
．
あ
と
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
こ
と
も
わ
か
っ
た
し
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

○

40
今
日
は
赤
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
勉
強
を
し
て
，
魚
や
お
肉
，
い
ろ
い
ろ
な
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
．
い
た
だ
き
ま
す
の
い
み
，
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
い
み
が
わ
か
り
，
は
じ
め
は
た
だ
ご
ち
そ
う
さ
ま
や
い
た
だ
き
ま
す
を
い
っ
て
い
た
け
ど
，
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
か
ん
し
ゃ
の

気
持
ち
を
こ
め
て
い
た
だ
き
ま
す
，
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
い
い
た
い
と
思
い
ま
す
．

○
○

○

41
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
意
味
を
知
り
ま
し
た
．
私
た
ち
は
い
ろ
ん
な
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
ん
だ
な
～
と
分
か
り
ま
し
た
．
し
ょ
う
ら
い
の
た
め
に
，
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
い
と
な
～
．

○
42

い
た
だ
き
ま
す
と
あ
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
と
い
う
い
み
が
わ
か
り
ま
し
た
．
い
た
だ
き
ま
す
は
い
の
ち
生
き
も
の
の
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
，
ご
ち
そ
う
さ
ま
は
人
へ
の
か
ん
し
ゃ
の
気
も
ち
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
．
赤
レ
ン
ジ
ャ
ー
た
ま
ご
，
魚
，
肉
，
み
そ
，
ベ
ー
コ
ン
，
さ
ん
ま
，
大
豆
，
牛
に
ゅ
う
，
海
藻
（
わ
か
め
）．

○
○

43
い
た
だ
い
た
命
を
こ
れ
か
ら
大
切
に
た
べ
た
い
で
す
．
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
意
味
を
し
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
．
1
が
っ
き
や
っ
た
こ
と
が
わ
す
れ
て
い
た
け
ど
，
ゆ
う
ま
く
ん
の
は
つ
げ
ん
し
て
く
れ
た
の
で
わ
か
り
ま
し
た
．
赤
の
食
べ
物
を
や
っ
た
と
き
，
魚
，
肉
，
た
ま
ご
，

ベ
ー
コ
ン
，
さ
ん
ま
，
牛
に
ゅ
う
，
大
豆
，
海
そ
う
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
．

○
○

44
「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
命
を
い
た
だ
い
て
自
分
が
生
き
て
い
る
か
ら
．「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
は
，
人
に
か
ん
し
ゃ
を
す
る
．
知
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
．
し
ゃ
か
い
け
ん
が
く
に
行
っ
て
，
牛
を
さ
わ
っ
た
と
き
に
，
手
で
ど
ん
な
か
ん
じ
か
を
や
っ
て
く
る
．
こ
れ
か
ら
も
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
食
べ
た
い
で
す
．

○
○

45
あ
い
ち
ぼ
く
場
に
い
っ
た
ら
丸
山
先
生
の
し
ゅ
く
だ
い
を
お
ぼ
え
て
や
り
た
い
で
す
．
の
む
と
き
も
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
い
っ
て
，
そ
の
と
き
い
が
い
に
も
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
い
い
た
い
で
す
．

○
○

36
14

25
24



食育の学習評価に「観点別学習状況の評価」の視点をとりこむことの可能性の検討（その 2）

41

表
5
-
1
　
実
践
事
例
D
　「
イ
ワ
シ
の
手
開
き
と
調
理
」　
学
習
者
に
よ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
（
今
日
の
実
習
で
身
に
つ
い
た
こ
と
は
何
で
す
か
）
の
自
由
記
述
内
容

想
定
し
た
学
習
評
価
規
準
に

対
応
し
た
内
容

さ
ら
に
得
ら
れ
た
学
習
評
価
規
準
に

対
応
し
た
内
容

手
開
き
で
き
る
技
能

イ
ワ
シ
の
栄
養
や
特
徴
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

1
鰯
の
手
さ
ば
き
の
や
り
方
．
鰯
に
は
，
た
く
さ
ん
の
栄
養
素
が
つ
ま
っ
て
い
る
か
ら
，
食
べ
た
方
が
い
い
（
鰯
の
他
に
も
）．

○
○

2
包
丁
を
使
わ
な
い
料
理
の
仕
方
．
た
め
水
，
流
水
な
ど
新
し
い
言
葉
．
よ
わ
し
．（
2
人
）

○
○

3
鰯
を
，
包
丁
を
使
わ
ず
に
手
だ
け
で
調
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
．
簡
単
な
の
で
家
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
．

○

4
包
丁
を
使
わ
ず
に
手
で
い
わ
し
を
さ
ば
く
こ
と
．

○

5
イ
ワ
シ
の
カ
バ
や
き
の
料
理
の
し
か
た
．
内
臓
の
取
り
か
た
．
流
水
，
た
め
水
．
こ
れ
か
ら
内
臓
と
か
み
て
も
大
丈
夫
に
な
っ
た
．
イ
ワ
シ
は
水
で
流
し
た
ら
×
．

○

6
い
わ
し
が
と
て
も
弱
く
「
よ
わ
し
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
．
魚
を
り
ょ
う
り
す
る
の
が
，
こ
ん
な
に
簡
単
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

○
○

7
い
わ
し
の
調
理
方
法
（
包
丁
を
使
わ
ず
に
手
だ
け
で
い
わ
し
を
さ
ば
く
方
法
）．
魚
の
栄
養
の
種
類
．

○
○

8
鰯
の
開
き
方
が
身
に
付
い
た
．
魚
に
は
豊
富
な
栄
養
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

○
○

9
魚
の
さ
ば
き
方
．
あ
じ
の
つ
け
方
．

○

10
さ
ば
き
方
．
あ
じ
の
つ
け
方
．

○

11
鰯
の
開
き
方
．
鰯
の
焼
き
方
．
鰯
の
知
識
（
D
H
A
）．
昔
の
小
牧
．

○
○

12
い
わ
し
を
包
丁
ま
な
い
た
を
つ
か
わ
ず
に
開
い
た
り
で
き
た
．

○

13
い
わ
し
の
か
ば
や
き
の
調
理
法

○

14
イ
ワ
シ
の
ひ
ら
き
方
．
イ
ワ
シ
の
栄
養
分
．
魚
の
い
い
と
こ
ろ
．

○
○

15
鰯
を
開
け
る
よ
う
に
な
っ
た
．

○

16
魚
を
開
け
方
．
骨
を
取
り
方
．
鰯
の
焼
き
方
．
鰯
の
栄
養
分
．

○
○

17
い
わ
し
の
ひ
ら
き
か
た
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
．
や
き
か
た
に
は
じ
ゅ
ん
ば
ん
が
あ
る
と
し
り
ま
し
た
．
い
え
で
も
も
う
一
度
や
っ
て
み
た
い
で
す
．
味
の
つ
け
か
た
も
お
ぼ
え
た
い
で
す
．

○
○

18
手
で
鰯
を
さ
ば
く
こ
と
が
で
き
た
．

○

19
鰯
の
さ
ば
き
か
た
．
い
わ
し
の
か
ば
や
き
の
作
り
方
．

○

20
魚
の
ひ
ら
き
方
が
わ
か
っ
た
．
骨
の
と
り
か
た
が
わ
か
っ
た
．

○
○

21
魚
を
開
く
．
頭
を
と
る
と
き
C
の
形
に
す
る
．
や
る
と
き
は
ご
め
ん
な
さ
い
を
い
う
．

○

22
い
わ
し
の
手
開
き
の
や
り
方
が
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
，
じ
っ
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
味
の
付
け
方
ミ
リ
ン
3
さ
と
う
1
し
ょ
う
ゆ
3
を
お
ぼ
え
れ
ま
し
た
．
い
わ
し
（
魚
）
に
は
栄
よ
う
ま
ん
て
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
知
り
，
も
っ
と
作
っ
て
た
べ
て
み
よ
う
と
い
う
い
よ
く
が
で
て
き
ま
し
た
．

○
○

23
さ
ば
き
方
が
わ
か
っ
た
．
味
の
つ
け
方
も
．
ひ
っ
く
り
返
し
方
．
つ
く
る
た
の
し
さ
．
た
べ
る
た
の
し
さ
．
家
で
も
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
．

○

24
鰯
の
さ
ば
き
方
．
水
で
洗
っ
て
い
け
な
い
こ
と
や
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
る
と
き
は
身
の
ほ
う
を
下
に
す
る
な
ど
．

○
○

25
魚
の
開
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
簡
単
に
つ
く
る
方
法
を
し
っ
た
．

○

26
包
丁
を
つ
か
わ
ず
，
手
だ
け
で
で
き
る
事
を
初
め
て
知
っ
た
し
，
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
骨
も
き
れ
い
に
と
り
の
ぞ
く
こ
と
も
で
き
て
よ
か
っ
た
．

○

27
魚
が
ぬ
る
ぬ
る
し
て
た
．
開
き
か
た
が
わ
か
っ
た
．
ご
め
ん
な
さ
い
い
っ
て
首
の
ほ
ね
を
お
る
．

○

28
手
で
魚
を
開
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
．
魚
を
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
．
栄
養
価
の
高
さ
．

○
○

29
包
丁
を
使
わ
な
い
料
理
の
仕
方
．
た
め
水
，
流
水
．「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
言
う
こ
と
．
ヨ
ワ
シ
．

○
○

30
ほ
う
ち
ょ
う
を
つ
か
わ
ず
に
全
部
手
で
魚
を
開
く
こ
と
．
イ
ワ
シ
に
栄
養
が
あ
る
こ
と
．

○
○

31
包
丁
や
ま
な
い
た
を
つ
か
わ
な
い
で
か
ん
た
ん
に
で
き
た
．

○ 31
15
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表
5
-
2
　
実
践
事
例
D
　「
イ
ワ
シ
の
手
開
き
と
調
理
」　
学
習
者
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
の
記
述
内
容

プ
リ
ン
ト
「『
い
わ
し
の
か
ば
や
き
』
に
は
，
ど
ん
な
良
い
点
が
あ
る
か
な
？
考
え
て
み
よ
う
」
の
記
述
内
容

想
定
し
た
学
習
評
価
規
準
＠
「
自
分
に
と
っ
て
良
い
調
理
法
で
あ
る
こ
と
を
考
え
，
表
現
し
て
い
る
」
に
対
応
し
た
内
容

魚
の
栄
養

体
へ
の
影
響

調
理
過
程
の
利
点

経
済
的

食
べ
る

D
H
A

全
般

脳
生
活
習
慣
病

簡
単

早
い

道
具
等

安
価

お
い
し
い

食
べ
や
す
い

1
肥
満
や
生
活
習
慣
病
予
防
・
少
な
い
調
味
料
で
で
き
る
・
栄
養
素
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
・
簡
単
・
少
な
い
道
具
で
で
き
る
・
安
い

○
○

○
○

○

2
脳
が
は
た
ら
く
・
包
丁
が
い
ら
な
い
，
手
で
で
き
る
・
短
時
間
で
で
き
る
・
か
ん
た
ん
に
で
き
る
・
体
に
い
い
・
安
い

○
○

○
○

○
○

3
安
い
・
手
で
出
来
る
・
短
時
間
で
で
き
る
・
か
ん
た
ん
に
で
き
る
・
栄
養
い
っ
ぱ
い
・
脳
が
働
く

○
○

○
○

○
○

4
調
理
器
具
が
あ
ま
り
い
ら
な
い
・
安
い
・
簡
単
・
栄
養
が
あ
る
・
お
い
し
い
・
頭
が
よ
く
な
る

○
○

○
○

○
○

5
包
丁
を
使
わ
な
い
・
簡
単
＆
短
時
間
・
脳
の
は
た
ら
き
を
よ
く
す
る
・
安
い
・
い
ろ
ん
な
部
分
に
栄
養
が
あ
る
・
血
液
が
さ
ら
さ
ら
に
な
る

○
○

○
○

○
○

○

6
脳
の
は
た
ら
き
を
よ
く
す
る
・
き
お
く
力
が
よ
く
な
る
・
や
す
い
，
け
ん
こ
う
・
う
ま
い
・
か
ん
た
ん
・
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す
る

○
○

○
○

○

7
頭
が
よ
く
な
る
・
手
軽
に
で
き
る
・
安
い
・
お
い
し
い
・
健
康
に
よ
い
・（
1
枠
空
白
）

○
○

○
○

○

8
包
丁
を
使
わ
な
い
・
簡
単
・
や
わ
ら
か
い
・
お
い
し
い
・
栄
養
が
あ
る
・
安
い

○
○

○
○

○
○

9
安
い
・
お
い
し
い
・
頭
が
よ
く
な
る
・
早
く
つ
く
れ
る
・
栄
養
た
っ
ぷ
り
・
食
べ
や
す
い

○
○

○
○

○
○

10
安
い
・
道
具
を
あ
ま
り
つ
か
わ
ず
手
で
で
き
る
・
カ
ル
シ
ウ
ム
，
え
い
よ
う
満
点
・
D
H
A・
調
味
料
を
少
な
く
て
も
で
き
る
・
か
ん
た
ん
，
短
時
間
で
で
き
る

○
○

○
○

○
○

11
ど
う
ぐ
少
な
い
・
み
じ
か
い
時
間
で
つ
く
れ
る
・
体
に
よ
い
・
安
い
・
IP
A・
D
H
A

○
○

○
○

○

12
短
い
時
間
で
で
き
る
・
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
・
お
い
し
い
・
頭
が
よ
く
な
る
・
安
い
・
簡
単

○
○

○
○

○
○

13
か
ん
た
ん
に
や
れ
た
・
安
い
・（
4
枠
空
白
）

○
○

14
D
H
A
が
た
く
さ
ん
は
い
っ
て
い
る
・
簡
単
・
安
い
・
お
い
し
い
・（
2
枠
空
白
）

○
○

○
○

15
簡
単
に
で
き
る
・
安
い
・
お
い
し
い
・
栄
養
た
く
さ
ん
・
血
流
を
よ
く
す
る
・
頭
が
よ
く
な
る

○
○

○
○

○
○

16
頭
の
回
転
が
よ
く
な
る
・
簡
単
・
安
い
・
栄
養
満
点
・
う
ま
し
・（
1
枠
空
白
）

○
○

○
○

○

17
栄
養
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
・
簡
単
に
つ
く
れ
る
・
道
具
が
あ
ま
り
使
わ
な
く
て
済
む
・
す
ば
や
く
調
理
が
で
き
，
ケ
ガ
し
な
い
で
す
む
・
味
が
お
い
し
い
・
費
用

が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い

○
○

○
○

○
○

18
お
い
し
い
・
や
わ
ら
か
い
・
ほ
ね
も
か
た
く
な
い
・
安
い
・
あ
た
ま
が
よ
く
な
る
・
栄
養
た
っ
ぷ
り

○
○

○
○

○

19
や
わ
ら
か
い
・
簡
単
・
栄
養
た
っ
ぷ
り
・
安
い
・
お
い
し
い
・
包
丁
を
使
わ
な
い

○
○

○
○

○
○

20
安
い
・
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す
る
・
記
憶
力
や
良
く
な
る
・
栄
養
が
あ
る
・
短
い
時
間
で
で
き
る
・
頭
が
よ
く
な
る

○
○

○
○

○

21
安
い
・
う
ま
い
・
簡
単
・
栄
養
マ
ン
テ
ン
・
道
具
が
あ
ま
り
い
ら
な
い
・
時
間
か
か
ら
ん

○
○

○
○

○
○

22
安
い
・
ま
な
板
と
フ
ラ
イ
パ
ン
だ
け
し
か
つ
か
わ
な
い
・
時
間
が
か
か
ら
な
い
・
油
実
が
あ
る
・
簡
単
・
栄
養
満
点

○
○

○
○

○
○

23
調
理
時
間
が
短
い
・
簡
単
・
栄
養
満
点
・
安
い
・
頭
が
よ
く
な
る
・
お
い
し
い

○
○

○
○

○
○

24
あ
ぶ
ら
が
人
間
の
体
に
い
い
・
安
い
・
D
H
A・
道
具
を
つ
か
わ
ず
手
で
で
き
る
・
み
じ
か
い
じ
か
ん
で
つ
く
れ
る
・
か
ん
た
ん
に
つ
く
れ
る

○
○

○
○

○

25
栄
養
が
あ
る
・
簡
単
に
で
き
る
（
短
時
間
）・
魚
の
あ
ぶ
ら
は
健
康
に
い
い
か
ら
人
間
の
血
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
・
安
い
・
頭
が
良
く
な
る
・
お
い
し
い

○
○

○
○

○
○

○

26
お
い
し
い
・
安
い
・
包
丁
と
か
ま
な
板
を
使
わ
ず
に
で
き
る
・
栄
養
が
た
く
さ
ん
あ
る
・
短
時
間
で
で
き
る
・
簡
単
に
で
き
る

○
○

○
○

○
○

27
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
ら
な
い
・
い
ろ
ん
な
部
分
に
え
い
よ
う
が
あ
る
・
安
い
・
脳
の
は
た
ら
き
を
よ
く
す
る
・
簡
単
＆
短
時
間
・
包
丁
を
使
わ
な
い

○
○

○
○

○
○

○

28
安
い
・
簡
単
・
け
が
し
な
い
・
短
時
間
で
で
き
る
・
う
ま
い
・
栄
養
が
あ
る

○
○

○
○

○

29
安
く
て
お
い
し
い
・
栄
養
が
豊
富
・
血
液
が
さ
ら
さ
ら
に
な
っ
て
頭
に
き
く
・
洗
い
物
減
少
・
1
ぴ
き
丸
ま
る
食
べ
る
方
が
栄
養
価
が
高
い
・
手
軽
で
食
べ
や
す
い

○
○

○
○

○
○

○

30
安
い
・
手
で
で
き
る
・
短
時
間
で
で
き
る
・
か
ん
た
ん
に
で
き
る
・
栄
養
い
っ
ぱ
い
・
脳
が
は
た
ら
く

○
○

○
○

○

31
ま
な
板
と
か
つ
か
わ
な
い
の
で
洗
い
物
が
へ
る
・
安
く
て
お
い
し
い
・
ほ
ね
も
小
さ
い
や
つ
な
ら
食
べ
れ
る
・
簡
単
に
で
き
る
・
栄
養
が
豊
富
・
血
液
サ
ラ
サ
ラ

○
○

○
○

○
○

○

32
時
間
が
か
か
ら
な
い
・
安
い
・
え
い
よ
う
た
っ
ぷ
り
・
お
い
し
い
・
か
ん
た
ん
に
で
き
る
・（
1
枠
空
白
）

○
○

○
○

○

6
25

17
12

27
17

18
32

20
6
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表
5
-
3
　
実
践
事
例
D
　「
イ
ワ
シ
の
手
開
き
と
調
理
」
学
習
者
の
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由
記
述
内
容

振
り
返
り
シ
ー
ト
（
今
日
の
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）
の
自
由
記
述
内
容

想
定
し
た
学
習
評
価
規
準
に

対
応
し
た
内
容

さ
ら
に
得
ら
れ
た
学
習
評
価
規
準
に

対
応
し
た
内
容

手
開
き
で
き
る
技
能

生
活
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

1
簡
単
に
短
時
間
で
，
包
丁
も
使
わ
ず
に
作
れ
る
料
理
が
あ
る
と
知
っ
て
，
自
分
で
も
家
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
　
た
．
み
ん
な
で
協
力
す
る
と
よ
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
．

○

2
魚
を
調
理
す
る
の
は
，
初
め
て
で
，
最
初
は
気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど
，
途
中
か
ら
慣
れ
た
し
，
か
ん
た
ん
に
で
き
た
か
ら
良
か
っ
た
で
す
．
体
に
も
い
い
し
安
い
の
で
，
ま
た
つ
く
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
．

○

3
鰯
の
頭
の
骨
を
お
る
の
が
大
変
で
し
た
．
少
し
骨
が
の
こ
っ
て
い
た
か
な
っ
て
思
っ
た
け
ど
，
味
つ
け
は
成
功
し
た
と
思
う
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．

○

4
鰯
の
頭
を
折
っ
た
り
，
骨
を
手
で
折
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
，
意
外
と
早
く
で
き
た
し
，
内
臓
と
か
も
き
れ
い
に
と
れ
た
．
フ
ラ
イ
返
し
を
使
わ
ず
に
さ
い
ば
し
だ
け
で
盛
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
き
れ
い
に
で
き
た
．

○

5
初
め
て
い
わ
し
を
包
丁
で
つ
か
わ
ず
に
や
っ
た
か
ら
，
最
初
は
き
も
ち
わ
る
か
っ
た
け
ど
，
だ
ん
だ
ん
た
の
し
く
な
っ
た
し
，
ま
あ
ま
あ
上
手
に
で
き
た
か
ら
よ
か
っ
た
．
い
わ
し
そ
の
ま
ま
か
ら
作
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い

か
ら
い
い
き
か
い
だ
っ
た
と
思
う
．

○

6
最
初
は
グ
ロ
か
っ
た
け
ど
，
最
ご
の
方
に
な
る
と
な
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
．
と
て
も
つ
か
れ
た
．
つ
く
る
の
は
か
ん
た
ん
だ
っ
た
け
ど
，
た
べ
る
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
．
次
は
あ
げ
も
の
を
つ
く
り
た
い
．

○

7
こ
ん
な
に
簡
単
に
魚
料
理
が
で
き
る
と
い
う
の
を
し
り
ま
し
た
．

○

8
骨
が
き
に
な
っ
た
の
で
次
に
や
る
と
き
は
骨
を
し
っ
か
り
と
と
る
こ
と
を
気
を
付
け
て
調
理
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
．
で
す
が
，
味
や
盛
り
つ
け
か
た
が
よ
く
，
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

○

9
こ
の
授
業
で
，
鰯
の
開
き
方
を
見
て
，
最
初
は
難
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
，
実
際
や
っ
て
み
れ
ば
，
す
ご
く
簡
単
だ
っ
た
．
家
に
帰
っ
た
ら
，
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
．

○

10
魚
の
1
部
だ
け
を
食
べ
る
ん
じ
ゃ
な
く
，
魚
の
全
体
を
食
べ
る
と
体
に
と
て
も
い
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

○

11
内
臓
が
き
も
ち
わ
る
い
．

12
最
初
は
難
し
そ
う
だ
っ
た
け
ど
，
や
っ
て
み
る
と
，
案
外
か
ん
た
ん
に
で
き
る
し
，
短
い
時
間
で
で
き
る
か
ら
，
ぜ
ひ
家
で
も
実
せ
ん
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．
魚
の
脂
は
，
ブ
タ
や
牛
に
比
べ
て
，
人
間
の
体
に
良
い
脂
だ

と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
．
楽
し
い
授
業
で
し
た
．

○
○

13
少
し
つ
く
り
方
を
お
ぼ
え
た
．

14
上
手
く
で
き
て
良
か
っ
た
．
味
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
，
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
作
り
た
い
．

○

15
魚
を
手
だ
け
で
簡
単
に
ひ
ら
け
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
．
班
員
と
協
力
し
て
，
楽
し
く
お
い
し
く
つ
く
れ
た
．
身
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
．
新
し
く
知
識
が
増
え
て
よ
か
っ
た
．

○

16
魚
は
人
間
に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
良
い
脂
が
あ
る
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．
魚
を
開
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て
た
け
ど
意
外
に
も
簡
単
で
し
た
．

○

17
魚
を
開
い
て
調
理
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
，
方
法
を
覚
え
れ
ば
意
外
と
簡
単
だ
っ
た
．
包
丁
や
ま
な
板
な
し
と
い
う
点
に
驚
い
た
．
魚
に
は
良
い
栄
養
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
，
ま

た
き
か
い
が
あ
っ
た
ら
今
回
の
授
業
を
い
か
し
て
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
．

○
○

18
い
わ
し
の
ひ
ら
く
と
こ
ろ
が
す
こ
し
き
も
ち
わ
る
い
で
し
た
け
ど
，
い
わ
し
を
や
い
て
あ
じ
を
つ
け
て
た
べ
る
と
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
．
じ
ぶ
ん
と
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
か
ら
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

19
班
の
み
ん
な
で
協
力
し
て
お
い
し
い
い
わ
し
の
か
ば
や
き
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．

○

20
私
は
魚
を
さ
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
，
料
理
も
作
ら
な
い
の
で
最
初
上
手
に
出
来
る
か
な
？
っ
て
不
安
に
思
っ
た
け
ど
，
先
生
の
指
示
通
り
に
作
っ
た
ら
上
手
く
出
来
た
の
で
良
か
っ
た
．
家
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

○

21
今
日
初
め
て
や
っ
て
最
初
見
て
た
時
は
き
も
ち
わ
る
く
て
い
や
だ
と
思
っ
て
た
け
ど
，
魚
の
首
を
ち
ぎ
る
や
つ
は
す
ぐ
に
で
き
た
し
内
臓
も
す
ぐ
と
れ
た
し
骨
も
き
れ
い
に
と
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．

○

22
今
日
，
い
わ
し
の
か
ば
や
き
を
作
り
ま
し
た
．
最
初
の
開
く
の
は
あ
ま
り
上
手
に
で
き
な
か
っ
た
け
ど
，
さ
い
ご
に
し
っ
か
り
味
が
で
て
い
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．
ま
た
家
に
あ
っ
た
ら
ま
た
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
．

○
○

23
魚
を
手
で
開
く
時
に
魚
ヌ
ル
ヌ
ル
で
き
も
ち
わ
る
か
っ
た
け
ど
，
ち
ゃ
ん
と
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
背
ぼ
ね
を
ぬ
く
と
き
に
身
を
つ
け
ず
に
き
れ
い
に
と
る
こ
と
が
で
き
て
，
や
い
て
も
り
つ
け
る
ま
で
し
っ
か
り
じ
ゅ
ん

じ
ょ
ど
お
り
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
か
ん
た
ん
に
で
き
た
の
で
ぜ
ひ
家
で
も
1
人
で
じ
っ
せ
ん
し
た
い
で
す
．

○
○

24
た
の
し
い
．
お
い
し
い
．
た
め
に
な
る
．
魚
が
大
好
き
だ
か
ら
鰯
い
が
い
の
魚
り
ょ
う
り
も
し
り
た
い
．

○

25
鰯
を
さ
ば
く
と
ち
ゅ
う
で
は
水
で
は
洗
っ
て
い
け
な
い
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
．
栄
養
が
あ
る
の
で
ま
た
家
で
家
族
に
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
．

○

26
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
魚
の
手
開
き
を
や
っ
て
，
む
ず
か
し
く
て
失
敗
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
，
す
ご
く
簡
単
だ
っ
た
し
，
す
ぐ
で
き
た
し
，
お
い
し
か
っ
た
の
で
，
ま
た
家
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
．

○
○

27
今
ま
で
は
，
す
で
に
開
い
て
あ
る
物
し
か
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
，
今
日
は
実
際
に
手
を
つ
か
っ
て
さ
ば
い
て
か
ん
た
ん
だ
っ
た
の
で
，
家
で
も
家
族
に
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
．

○
○

28
気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど
以
外
に
楽
し
か
っ
た
．
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
し
て
楽
し
か
っ
た
．

29
手
軽
で
お
い
し
か
っ
た
の
で
す
が
，
小
骨
が
多
く
て
と
て
も
食
べ
に
く
か
っ
た
（
時
間
が
か
か
っ
た
）
け
れ
ど
楽
し
く
勉
強
が
で
き
ま
し
た
．

30
鰯
の
頭
を
お
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
し
，
お
米
が
ほ
し
く
な
り
ま
し
た
．

31
も
っ
と
難
し
い
と
思
っ
た
け
ど
す
ご
く
簡
単
に
で
き
た
し
，
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
の
で
家
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
．
あ
と
，
い
つ
も
は
す
ご
く
骨
を
き
に
す
る
け
ど
，
今
日
は
小
さ
い
骨
は
全
然
た
べ
れ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
．

○
○

32
今
日
の
感
想
は
か
ん
た
ん
に
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
．

17
15
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ことができるものであり，さらに学習評価基準
の評価が可能なものであることが明らかになっ
た．このことにより， 5つの観点別学習状況の
評価枠をもとにした学習評価基準の設定が可能
であること，食育の学習目標と評価，教科等の
学習目標と評価を融合させた学習評価基準が授
業の評価を明らかにする可能性があることが示
唆された．
　同時に，振り返りシート等の記述内容を学習
評価基準の視点で整理した自己評価票が，一人
ひとりの子どもたちの得たものが学習評価基準
のどの視点に近づいたか，またどのくらい到達
したか等の評価資料として活用できることが示
唆された．
　また，自己評価票として整理することによ
り，D中学校の授業実践では，想定した学習評
価基準だけでなく，「イワシの栄養や特徴につ
いて説明することができる」（「『食』についての
知識・理解」），「自分の生活に活用しようとして
いる」（「『食』への関心・意欲・態度」）に近づく
子どもの記述がみられ，新たな学習評価基準の
設定が可能であることがわかってきた．（表 6）

5 　考　察

　食育の授業は，食育全体計画・年間計画に位
置付けられているものの総合的学習の時間のよ
うなまとまった時間数を確保することが難し
く，関係教科の中に取り入れるか，特別活動と
して単発的に実施する学習計画によるものが多
い8）．
　そしてその評価は，「評価の枠組案」3）で示
したように「授業内容が子どもたちの置かれて
いる食環境の課題に対応しているか，それは解
決すべきものであるか」等の授業評価や「子ど
もたちが主体的に学習しようとする動機づけの
教材となっているか」等の教材評価が活用され，
測定は自己評価による記述内容から評価する質
的評価によるところが多い．
　本研究では学習評価に視点をあて，学習者が
食育の学習目標に近づくことができるのか，学
習評価基準に沿った評価が得られるのかを検討
し， 5つの観点別学習状況の評価枠が適切であ
るかどうかを明らかにすることを目的として授

業実践を行い，評価に用いた振り返りシート等
を自己評価票としてまとめ，食育の評価資料と
して活用できるかを検討した．

（ 1）観点別学習状況の評価枠の可能性
　先報3）で提案した食育の 5つの観点別学習状
況の評価枠については，「『食』への関心・意欲・
態度」「『食』に関する技能」「『食』についての
知識・理解」の 3 つが検討でき，十分ではない
ものの「生活者としての思考・判断・表現」につ
いても食育としての評価を位置付けることがで
きる可能性が見えてきたといえる．さらに「生
活を創意工夫する能力」については，家庭科の
観点別学習状況の評価となっていることから，
「『食』に関する技能」同様，家庭科に帰すると
ころが多いと考えられるものの「より良い食習
慣を形成しようと努力している」ことを支援す
る食育の授業実践により可能であると考えられ
る．
（ 2）食育の評価に関する今後の課題
　教科等の評価は，学習指導要領の教科等の目
標を基本として，「児童生徒の学習評価の在り
方10）」の報告で観点別学習状況の評価が示され，
教科等の評価の観点とその趣旨がまとめられて
いる11）．
　例えば小学校家庭の目標は12）「衣食住等に関
する実践的・体験的な活動を通して，日常生活
に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に
付けるとともに，家庭生活を大切にする心情を
はぐくみ，家庭の一員として生活をよりよくし
ようとする実践的な態度を育てる」あり，評価
の観点である「家庭生活への関心・意欲・態度」
は「衣食住や家庭の生活などについて関心をも
ち，その大切さに気付き，家庭生活をよりよく
するために進んで実践しようとする」を趣旨と
し，「生活を創意工夫する能力」は「家庭生活
について見直し，身近な生活の課題を見付け，
その解決を目指して生活をよりよくするために
考え自分なりに工夫している」，「生活の技能」
は「日常生活に必要な衣食住や家庭の生活など
に関する基礎的・基本的な技能を身に付けてい
る」，「家庭生活についての知識・理解」は「日常
生活に必要な衣食住や家庭の生活などに関する
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表
6
　
得
ら
れ
た
学
習
評
価
基
準

実
践
事
例

学
習
者

教
科
等

指
導
の
主
題
等

（
用
い
た
主
と
な
る
教
材
）

食
育
並
び
に
教
科
等
の
学
習
目
標

（
関
連
す
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
項
目
）

設
定
し
た
学
習
評
価
基
準

（
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
項
目
）

得
ら
れ
た
学
習
評
価
基
準

（
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
項
目
）

A
A

小
学
校

2
年
生

食
育
・

特
別
活
動

「
も
っ
と
さ
か
な
と
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
2
-
3
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�自
分
た
ち
の
地
域
に
は
，
海
が
近
い
風
土
と
結
び
つ
い
た
魚
の
食
文
化

が
あ
る
こ
と
に
関
心
を
も
つ
（「
食
」
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

〈
特

別
活

動
の

学
習

目
標

〉
・
�自
分
た
ち
の
地
域
が
，
海
に
近
い
環
境
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
（
集
団
活
動
や
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

・
�海
や
川
の
中
の
さ
か
な
に
は
加
工
品
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
（
集
団
活
動
や
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

・
�海
が
近
い
自
分
た
ち
の
地
域
の
食
文
化
と

海
の
魚
を
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と
し
て

い
る
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�自
分
た
ち
の
地
域
が
海
に
近
い
と
こ
ろ
に

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
（
知
識
・理
解
）

・
�自
分
た
ち
の
地
域
が
海
に
近
い
と
こ
ろ
に

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
（
知
識
・
理

解
）

・
�海
が
近
い
自
分
た
ち
の
地
域
の
食
文
化
と

海
の
魚
を
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と
し
て

い
る
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

B
B

小
学
校

3
年
生

食
育
・

特
別
活
動

「
家
の
中
の
さ
か
な
探
検
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
表
紙
・
裏
表
紙
・
20
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�魚
が
自
分
の
生
活
に
身
近
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
も
ち
，
自
分
の
食
事
に

も
活
用
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
（「
食
」
へ
の
関
心・
意
欲
・態
度
）

〈
特

別
活

動
の

学
習

目
標

〉
・
�家
の
中
に
あ
る
魚
や
魚
加
工
品
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
，
自
分

の
日
常
の
家
庭
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
（
集
団
活
動
や
生
活

へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�グ
ル
ー
プ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
，
協
力
し
て
プ
リ
ン
ト
を
作
成
で

き
る
（
集
団
活
動
や
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�魚
に
関
心
を
も
ち
，自
分
の
日
常
の
家
庭
生

活
と
食
品
と
し
て
の
魚
を
結
び
つ
け
て
考

え
よ
う
と
し
て
い
る
（
関
心・
意
欲
・態
度
）

・
�魚
に
関
心
を
も
ち
，自
分
の
日
常
の
家
庭
生

活
と
食
品
と
し
て
の
魚
を
結
び
つ
け
て
考

え
よ
う
と
し
て
い
る
（
関
心・
意
欲
・態
度
）

C
C

小
学
校

3
年
生

食
育
・

特
別
活
動

「
魚
の
命
あ
り
が
と
う
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
4
-
7
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�海
の
中
で
の
魚
の
生
態
や
食
物
連
鎖
を
理
解
す
る
（「
食
」
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解
）

・
�献
立
表
か
ら
魚
や
魚
料
理
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（「
食
」
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解
）

・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
は
ど
ん
な
気
持
ち
を
込
め
た
ら

良
い
か
が
わ
か
る
（「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
）

〈
特

別
活

動
の

学
習

目
標

〉
・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」の
意
味
を
知
り
，
残
さ
ず
食
べ
よ

う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
（
集
団
活
動
や
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�魚
は
海
の
中
で
様
々
な
工
夫
を
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
知
識
・
理
解
）

・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を

食
べ
物
に
感
謝
す
る
言
葉
と
し
て
理
解
し

て
い
る
（
知
識
・
理
解
）

・
�魚
は
海
の
中
で
様
々
な
工
夫
を
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
知
識
・
理
解
）

・
�「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を

食
べ
物
に
感
謝
す
る
言
葉
と
し
て
理
解
し

て
い
る
（
知
識
・
理
解
）

D
D

中
学
校

1
年
生

食
育
・

技
術
・
家
庭

「
イ
ワ
シ
の
手
開
き
と
調
理
」

（「
探
検
ノ
ー
ト
」
10
-1
1，
27
，
39
ペ
ー
ジ
）

〈
食

育
の

学
習

目
標

〉
・
�川
や
海
か
ら
食
卓
ま
で
の
魚
の
流
通
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
（「
食
」
へ

の
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

・
�イ
ワ
シ
の
栄
養
や
自
分
が
活
用
で
き
る
調
理
法
で
あ
る
こ
と
を
考
え
，

表
現
で
き
る
（
生
活
者
と
し
て
の
思
考
・
判
断
・
表
現
）

〈
家

庭
分

野
の

学
習

目
標

〉
・
�安
全
と
衛
生
に
留
意
し
な
が
ら
イ
ワ
シ
の
手
開
き
や
加
熱
調
理
が
で

き
る
（
生
活
の
技
能
）

・
�安
全
と
衛
生
に
留
意
し
な
が
ら
手
開
き
が

で
き
，
適
切
な
火
加
減
で
お
い
し
く
作
る

こ
と
が
で
き
る
（
技
能
）

・
�自
分
に
と
っ
て
良
い
調
理
法
で
あ
る
こ
と

を
考
え
，
表
現
し
て
い
る
（
思
考
・
判
断
・

表
現
）

・
�安
全
と
衛
生
に
留
意
し
な
が
ら
手
開
き
が

で
き
，
適
切
な
火
加
減
で
お
い
し
く
作
る

こ
と
が
で
き
る
（
技
能
）

・
�イ
ワ
シ
の
栄
養
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
知
識
・
理
解
）

・
�自
分
に
と
っ
て
良
い
調
理
法
で
あ
る
こ
と

を
考
え
，
表
現
し
て
い
る
（
思
考
・
判
断
・

表
現
）

・
�自
分
の
生
活
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）
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基礎的・基本的な知識を身に付けている」と示さ
れ，教科等の目標を具現化したものとなってい
る．学習計画はこれらの評価の観点及び趣旨を
十分理解し，観点別に「おおむね満足」できる
状況へと進めていくこととなる．食育について
も明確な目標と観点，趣旨の設定が必要であろ
う．
　食育による子どもたちの変容は短期間では変
化しにくいものの，結果評価を得るための提案
もされてきている13）．本研究の結果からは，食
育の授業において得られた子どもの授業評価を
継続的な食育の評価資料としてまとめていくこ
とにより，食育の成果及び子どもたちの変容が
形として見えてくることが示唆されたと考え
る．食育の授業における工夫された評価資料の
作成が必要と考える．

6 　結　論

　 5つの観点別学習状況の評価枠をもとにした
学習評価基準の設定が可能であること，食育の
学習目標と評価，教科等の学習目標と評価を融
合させた学習評価基準が授業の評価を明らかに
する可能性があることが示唆された． 5つの評
価指標全てを検討したものではないが，食育の
評価を考察するにあたっては「観点別学習状況
の評価」を基にした具体的な目標・評価を予め示
すことの重要性が示唆された．
　同時に，振り返りシート等の記述内容を学習
評価基準の視点で整理した自己評価票が食育の
評価資料として活用できることが示唆された．

謝辞

　本研究のまとめにあたり，2010年度から，「食
育の学習評価に『観点別学習状況の評価』の視
点をとりこむことの可能性の検討」にいたる全
期間の共同研究者であった西尾素子博士に，貴
重な助言をいただいた．心から感謝申し上げま
す．
　なお，本研究は，一般財団法人東京水産振興
会普及啓発事業「魚食普及のための食教育の検
討」（研究代表者　足立己幸）として実施した一
部である．

参考文献

1 ）	足立己幸編著．「さかな丸ごと探検ノート」．東京：
一般財団法人東京水産振興会，2011

2 ）	上原正子，西尾素子，林紫他．小学校における「さ
かな丸ごと探検ノート」の食育教材としての可能
性．名古屋学芸大学健康・栄養研究所年報．第 6
号．2014： 1 -12

3 ）	上原正子，西尾素子，林紫他：食育の学習評価に
「観点別学習状況の評価」の視点をとりこむことの
可能性の検討―「さかな丸ごと探検ノート」を教
材とする授業をもとに―．名古屋学芸大学健康・
栄養研究所年報．第 7号．2015：25-39

4 ）	文部科学省．食に関する指導の手引．2014：264-
266

5 ）	赤松利恵，稲山貴代，衛藤久美他：望ましい食習
慣を目指した学校における食育の評価．日本健康
教育学会誌．2015；23：145-151

6 ）	田中耕治編著．よくわかる教育評価．ミネルヴァ
書房，2014： 8 -27

7 ）	尾形和男編著．発達と学習の心理学．田研出版株
式会社，2013：166-175

8 ）	文部科学省学校健康教育課．栄養教諭を中核とし
た食育推進事業事業結果報告書平成21～24年度．
2010-2013

	 ht tp ://www.mext .go . jp/a_menu/sports/
syokuiku/1325677.htm

	 http ://www.mext .go . jp/a_menu/sports/
syokuiku/1310670.htm

	 http ://www.mext .go . jp/a_menu/sports/
syokuiku/1302830.htm

9 ）	文部科学省．小学校学習指導要領解説特別活動
編．2008

10）	文部科学省．児童生徒の学習評価の在り方につい
て（報告）2010

11）	国立教育政策研究所教育課程研究センター．評価
規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考
資料総説，2011

12）	文部科学省．小学校学習指導要領解説家庭編．
2008

13）	赤松利恵，稲山貴代，衛藤久美他：望ましい食習
慣の形成を評価する学校における食育の進め方．
日本健康教育学会誌．2015；23：152-161



食育の学習評価に「観点別学習状況の評価」の視点をとりこむことの可能性の検討（その 2）

47

Purpose: We practice to use by a precedent study based on an evaluation frame of the learning situation according 

to the point of view of five a modified teaching plan for shokuiku to use “the ABC’s of Fish, A Holistic View”, 

and a learner can approach the learning aim of shokuiku whether the evaluation along the learning evaluation 

standard is provided, and clarify whether an evaluation frame of the learning situation according to five points 

of view is appropriate. And gather up as a self-evaluation, and examine it whether can utilize it as an evaluation 

document of shokuiku. Five points of view are “interest, will, manner about to the meal” “thought, judgment, 

expression as the dweller” “ability to inventive idea of life” “skill about the meal” “knowledge and understanding 

about the meal” 

Method: (1) We made that we revised a precedent study in a procedure of the setting, ① subjects and made a 

correction teaching plan, ② setting the learning aims shokuiku, ③ five of the learning aim of the examination, 

④ setting of the evaluation, ⑤ development.

(2) We practiced a class using a modified teaching plan and we performed the evaluation of the learner and 

the class evaluation of the supporter using seats. Three nutrition teachers practiced the class among authors in 

position or 3 elementary schools and 1 Junior High School in Aichi in charge of. 

Result: The class practice using the modified teaching plan could learn the figure of the child that any class got 

closer to each learning target, and it became clear that the evaluation of the learning evaluation standard was 

possible. It was suggested, setting of the learning evaluation standard that according to five points of view being 

possible, a learning aim of shokuiku and an evaluation, the subject fuse might clarify the evaluation of the class. 

It was suggested that we could utilize the self-evaluation that it was back, arranged the description contents such 

as seats in the viewpoint of the learning evaluation standard as an evaluation document of shokuiku.

Keywords:

Shokuiku; food and nutrition education; evaluation of learning status per viewpoint; Shokuiku from a holistic 

view on fish, humans and the environment; elementary and junior high school students;

Abstract

Considering evaluation of learning status per viewpoint in the overall 
evaluation of Shokuiku programs, using the workbook (Second Report) 

The ABC’s of Fish, A Holistic View
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